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②
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④
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⑤
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ロ
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撃
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積
極
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コ
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ル
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③
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性

結
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に
か
え
て
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(1
)
 

周
知
の
よ
う
に
、
「
テ
ロ
リ
ズ
ム

(
t
e
r
r
o
r
i
s
m
)
」
が
、
国
際
社
会
の
喫
緊
の
課
題
と
し
て
世
界
大
で
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
久
し

い
。
か
か
る
よ
う
な
認
識
の
契
機
と
な
っ
た
の
が
、

2
0
0
1
年
9
月
11
日
、
国
際
テ
ロ
組
織
「
ア
ル
カ
イ
ダ

(al
Q
a
e
d
a
,
 
al Q
a
1
d
a
)
」

(2
)
 

が
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
（
以
下
、
米
国
）
に
お
い
て
引
き
起
こ
し
た
対
米
同
時
多
発
テ
ロ
事
件

（以
下
、

9
.
1
1
テ
ロ
事
件
）
で
あ
る
こ
と

も
っ
と
も
、

テ
ロ
リ
ズ
ム
と

一
口
に
い
っ
て
も
、

(3
)
 

そ
の
発
生
形
態
は
多
種
多
様
な
の
で
あ
り
、
国
王
や
政
治
家
の
暗
殺
と
い
っ
た
よ
う

に
、
直
接
的
な
「
被
害
者
」
と
い
う
側
面
で
は
小
規
模

（少
人
数
）
な
事
例
か
ら
、
先
に
述
べ
た

9
.
1
1
テ
ロ
事
件
の
よ
う
に
、
犠
牲
者
が

(4
)
 

合
計
3
0
0
0
名
を
超
え
る
よ
う
な
大
規
模
な
事
例
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
多
様
で
あ
る
。

こ
う
し
た
な
か
、
本
稿
で
は
、

2
0
0
4
年
9
月
1
日
か
ら

3
日
に
か
け
、
ロ
シ
ア
連
邦

（以
下
、
ロ
シ
ア
）
、
北
オ
セ
チ
ア

(
O
s
s
e
tia
)

(5
)
 

共
和
国
の
ベ
ス
ラ
ン

(B
e
s
l
a
n
)
で
発
生
し
、

3
0
0
名
以
上
の
市
民
（
う
ち
、

2
0
0
名
近
く
が
子
供
た
ち
）
が
犠
牲
と
な
っ
た
学
校
占

拠
人
質
事
件
に
か
か
る
、

2
0
1
7
年
4
月
13
日
の
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
人
権
裁
判
所
（
以
下
、
裁
判
所
）

の
判
決
（
以
下
、
本
判
決
に
つ
い
て

は
、
他
の
判
決
と
の
混
同
を
避
け
る
た
め
、
原
則
と
し
て
タ
ガ
エ
バ
事
件
判
決
と
呼
称
し
、
同
判
決
の
誘
因
と
な
っ
た
テ
ロ
事
件
に
つ
い

(6
)
 

て
も
他
の
事
件
と
の
混
同
を
さ
け
る
た
め
、
原
則
と
し
て
タ
ガ
エ
バ
事
件

（
当
局
の
対
応
を
含
め
）
と
呼
称
す
る
）
を
素
材
と
し
て
、
こ

の
種
の
事
案
が
起
こ
っ
た
場
合
に
お
け
る
国
家
の
対
応
を
国
際
法
（
ヨ

ー
ロ

ッ
パ
人
権
条
約
（
以
下
、
条
約
）
第
2
条
の
生
命
権
の
保
護

と
そ
の
例
外
）
上
い
か
に
評
価
す
る
か
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

に
異
論
は
な
い
だ
ろ
う
。

I

は
じ
め
に
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論
争
状
態
に
あ
っ
た

事
実
の
概
要

2
0
0
4
年

9
月

1
日
か
ら
4
日
ま
で
の
出
来
事

(7
)
 

タ
ガ
エ
バ
事
件
発
生
お
よ
び
そ
の
推
移
に
か
か
る
主
要
な
事
実
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

オ
セ
チ
ア
の
境
界
を
通
過
し
た
。
1
日
午
前
9
時、

2
0
0
4
年
9
月

1
日
未
明
、
30
名
を
超
え
る
チ
ェ
チ
ェ
ン
独
立
派
の
重
武
装
の
テ
ロ

リ
ス
ト
が
、
イ
ン
グ
ー
シ

(I
n
g
u
s
h
e
ti
a)

と
北

(8
)
 

ベ
ス
ラ

ン
第

一
学
校

（以
下
、
学
校
）
の
校
庭
で
新
学
期
を
祝
う
式
典

（「
知
識
の

日
」
）
が
開
催
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
テ
ロ

リ
ス
ト
が
出
席
者
を
包
囲
し
、

1
1
0
0
名
を
超
え
る
出
席
者

（う
ち
、
お
よ
そ

8
0
0
名
が

新
生
児
を
含
む
子
供
た
ち
）
を
学
校
施
設
の
中
央
部
l
階
に
位
置
し
て
い
た
体
育
館
に
連
行
す
る
に
至

っ
た
。

内
部
に
、
人
質
を
使
役
し
つ
つ
、
複
数
の
爆
発
物
を
設
置
し
た
。
体
育
館
に
は
、
人
質
と
共
に
爆
発
物
を
着
込
ん
だ
テ

ロ
リ
ス
ト
も
い
た

(p
a
r
a
s
.
 
1
9
,
 2
1
,
 2
3
,
 2
5
-
2
7
,
 4
1
-
5
2
)

。

テ
ロ
リ
ス
ト
は
当
初
よ
り
、
男
性
を
、
女
性
と
子
供
た
ち
か
ら
分
離
し
、
学
校
施
設
の

「要
塞
化
」
に
従
事
さ
せ
て
お
り
、
ま
た
、
複

数
の
男
性
を
殺
害
す
る
に
至

っ
た

(p
a
r
a
s
.3
5
,
 3
7
,
 3
8
-
3
9
)

。

(9
)
 

9
月
1
日
午
前
10
時
半
頃
、
政
治
的
な
要
求
を
掲
げ
る
テ
ロ

リ
ス
ト
に
対
処
す
る
対
策
本
部

(o
p
e
r
a
ti
v
e
h
e
a
d
q
u
a
rt
e
r
s
:
 OH
)
が
ベ

ス
ラ
ン
市
役
所
内
に
設
置
さ
れ
、

業
務
を
開
始
し
た
が
、
そ
の
構
成
、

(p
a
r
a
.
 
5
3
)
0
 

II

タ
ガ
エ
バ
事
件
か
ら
み
る
大
規
模

・
組
織
的
な
テ
ロ
事
件
と
人
質
の
人
権

テ
ロ

リ
ス
ト
は
体
育
館
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
権
限
関
係
の
細
部
に

つ
い
て
は
依
然
と
し
て

9
月
2
日
以
降
、
テ
ロ
リ
ス
ト
は
、
人
質
に
水
を
飲
む
こ
と
を
禁
じ
（
そ
の
代
わ
り
に
自
己
の
尿
を
飲
む
こ
と
を
命
じ
た
）
、
ま
た
、
排
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9
月

3
日
夜
半
過
ぎ
ま
で
銃
撃
戦
と
爆
発
が
続
い
た

9
5
)

。

で
は
生
存
者
を
発
見
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た

9
月
3
日
午
後
1
時
3
分
過
ぎ
、
体
育
館
で

2
度
に
渡
り
強
力
な
爆
発
が
発
生
し
た
。
人
質
の
な
か
に
は
こ
れ
ら
の
爆
発
の
た
め
に
生(10) 

じ
た
穴
か
ら
の
脱
出
を
試
み
る
者
も
出
た
が
、
彼
ら
に
対
し
て
は
テ
ロ
リ
ス
ト
に
よ
り
銃
繋
が
加
え
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
治
安
部
隊

(11
)
 

と
テ
ロ
リ
ス
ト
と
の
間
で
銃
撃
戦
が
行
わ
れ
、
後
、

9
月
2
日
よ
り
対
策
本
部

(
O
H
)
長
の
任
に
就
い
た

A
n
d
r
e
y
e
v
将
軍
（
北
オ
セ
チ

ア
連
邦
保
安
庁
長
官
）
に
よ
り
建
物
内
へ
の
突
入
命
令
が
下
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
人
質
の
救
出
お
よ
び
テ
ロ
リ
ス
ト
の
制
圧
が
開
始

(
p
a
r
a
s
.
 
7
 4
,
 7
6
|
7
7
)

。

テ
ロ
リ
ス
ト
の
多
く
が
当
初
の
爆
発
に
よ
っ
て
死
亡
せ
ず
、
彼
ら
は
、
生
き
残
っ
た
人
質
お
よ
そ

3
0
0
名
を
体
育
館
か
ら
追
い
立
て

学
校
施
設
の
他
の
場
所
に
連
行
し
た

（
人
質
の
う
ち
、
負
傷
者
、
爆
発
の
シ
ョ
ッ
ク
で
動
け
な
い
者
が
依
然
と
し
て
体
育
館
に
残
さ
れ
た
）

(p
a
r
a
s
.
 
7
8
-
7
9
)

。

9
月

3
日
午
後

3
時
半
、

爆
発
に
よ
る
火
災
の
た
め
、
体
育
館
の
屋
根
が
完
全
に
崩
落
し
た
。
同
日
午
後
4
時
頃
、
爆
発
お
よ
び
装
甲

兵
員
輸
送
車

(
A
P
C
)

者
を
救
出
し
た
。
同
日
午
後
4
時
半
以
降
、
火
災
は
制
圧
さ
れ
、
特
殊
部
隊
の
隊
員
お
よ
び
消
防
隊
員
が
体
育
館
に
入
館
し
た
が
、
そ
こ

9
月

3
日
午
後
6
時
過
ぎ
、
学
校
施
設
南
側
に
向
け
、
対
戦
車
ミ
サ
イ
ル
お
よ
び
火
炎
放
射
器
に
よ
る
攻
撃
が
な
さ
れ
た
。
同
日
午
後

9
時
、
施
設
南
側
に
あ
っ
た
エ
作
至
の
壁
お
よ
び
そ
の
屋
根
が
、

9
月
4
日
午
前

7
時
、
遺
体
の
回
収
お
よ
び
瓦
礫
の
撤
去
作
業
が
開
始
さ
れ
た
。

さ
れ
た

(p
a
r
a
.
 
3
4
)

。

の
活
動
で
で
き
た
穴
か
ら
食
堂
に
入
っ
た
連
邦
保
安
庁
特
殊
部
隊
の
隊
員
が
、
激
し
い
銃
撃
戦
の
な
か
、
生
存

(p
a
r
a
s
.
 
9
0
,
 9
1
)

。
2
両
の
戦
車
に
よ
る
砲
撃
の
た
め
に
、
完
全
に
崩
落
し
た

(p
a
r
a
s
.9
4
,
 

(p
a
r
a
.
 
9
6
)

。

泄
に
つ
い
て
は
バ
ケ
ツ
を
使
用
し
て
行
う
こ
と
を
命
じ
た

1
0
0
以
上
の
炭
化
し
た
遺
体
が
体
育
館
で
、
約
80
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分
の
遺
体
が
校
庭
に
搬
出
さ
れ
、

の
遺
体
が
体
育
館
に
隣
接
し
た
更
衣
室
お
よ
び
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
室
で
発
見
さ
れ
た
。
ま
た
、

学
校
施
設
南
側
お
よ
び
そ
の
他
の
施
設
で
は

(12
)
 

1
0
0
以
上
の
遺
体
が
発
見
さ
れ
た
。
18
名
の
遺
体
が
中
庭
か
ら
回
収
さ
れ
た
。
約

3
3
0
名
（
そ
の
内
、

1
8
0
名
以
上
が
子
供
た
ち
）

(13
)
 

ウ
ラ
ジ
カ
フ
カ
ス
の
遺
体
安
置
機
関
に
送
ら
れ
た

9
月
4
日
午
後
、
瓦
礫
が
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
を
用
い
て
ト
ラ
ッ
ク
に
積
載
さ
れ
、

び
住
民
は
、

テ
ロ
リ
ス
ト
の
身
の
回
り
品
、

遺
体
の

一
部
、
人
質
の
衣
服
、
即
製
爆
弾

(I
E
D
)

(p
a
r
a
.
1
0
1.)
。

テ
ロ
リ
ス
ト
の
う
ち
、
唯

一
生
存
し
て
い
た
者
は

1
名

(N
u
r
p
a
s
h
i
K
u
l
a
y
e
v
)
で
あ

っ
た
。
同
人
は
、

2
0
0
6
年

5
月
16
日
、
北
オ

(paras. 9
7
,
 3
4
9
)

。

(
p
a
r
a
.
 10
0
)
。

ベ
ス
ラ
ン
の
ゴ
ミ
集
積
場
に
送
ら
れ
た
。
被
害
者
お
よ

の
パ

ー
ツ
が
集
積
場
か
ら
発
見
さ
れ

2
 

(14
)
 

タ
ガ
エ
バ
事
件
は
上
述
し
た
よ
う
に
、
き
わ
め
て
甚
大
な
規
模
の
人
的
被
害
を
も
た
ら
し
た
事
例
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

同
事
件
後
、
被
害
を
受
け
た
個
人
（
遺
族
を
含
む
）
が
、
犠
牲
者
の
死
亡
状
況
の
解
明
、

事
件
を
防
止
で
き
な
か

っ
た
関
係
国
家
機
関
の

責
任
の
所
在
の
明
確
化
等
を
求
め
て
国
内
裁
判
に
訴
え
る
方
途
に
出
た
も
の
の
成
功
す
る
に
至
ら
な
か

っ
た
。
そ
の
た
め
、
被
害
を
受
け

た
個
人
（
遺
族
を
含
む
）
4
4
7
名
が
、

2
0
0
7
年
か
ら

2
0
1
1
年
に
か
け
て
、
複
数
の
申
し
立
て
を
裁
判
所
に
行
っ
た
。
裁
判
所

は
、
こ
れ
ら
の
複
数
の
申
し
立
て
に
つ
い
て
併
合
審
理
の
対
象
と
し
、

369

—

373

)0 ヨ
ー
ロ

ッ
パ
人
権
裁
判
所
へ
の
提
訴

セ
チ
ア
最
高
裁
に
よ
り
、
終
身
刑
の
判
決
を
下
さ
れ
て
い
る

て
い
る
と
証
言
し
て
い
る

2
0
1
7
年

4
月

13
日
、
判
決
を
下
し
た

(p
a
r
a
s
.
 
1
ー

4
『
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条
約
第
2
条
に
基
づ
い
て
提
起
さ
れ
た
申
し
立
て
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
裁
判
所
は
、

判
所
は
、

テ
ロ
リ
ズ
ム
と
の
戦
い
に
お
い
て
現
代
諸
国

が
直
面
し
て
い
る
困
難
お
よ
び
後
付
け
で
な
さ
れ
る
分
析

(h
i
n
d
s
i
g
h
t
a
n
a
l
y
s
i
s
)

の
危
険
性
に
つ
い
て
は
き
わ
め
て
十
分
な
認
識
を
有

(15
)
 

し
て
い
る
こ
と
を
ま
ず
は
確
認
す
る
。
当
局
は
、
と
り
わ
け
、
過
去
数
十
年
に
わ
た
り
、
国
家
安
全
保
障
お
よ
び
公
共
の
安
全
に
対
す
る

重
大
な
脅
威
で
あ
る
、

北
コ
ー
カ
サ
ス
に
お
け
る
分
離
運
動
に
対
峙
し
て
き
て
い
る
。
「
条
約
上
の
義
務
の
履
行
監
視
機
関
と
し
て
の
裁

テ
ロ
リ
ズ
ム
と
の
戦
い
の
過
程
で
な
さ
れ
る
政
治
的
な
選
択
ー
そ
の
性
質
か
ら
み
て
監
視
の
対
象
外
と
な
る
I
と
、
当
局
の
行

動
の
う
ち
、
保
護
対
象
の
権
利
と
直
接
に
関
連
す
る
よ
り
実
務
的
な
側
面
を
分
離
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
第
2
条
が
規
定
す
る

絶
対
的
必
要
性
の
テ
ス
ト

(
a
b
s
o
l
u
t
e
n
e
c
e
s
s
i
t
y
 test)

に
つ
い
て
い
う
な
ら
ば
、
当
局
が
当
該
事
態
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
か
否

か
、
そ
の
場
合
、
そ
の
程
度
は
い
か
な
る
も
の
か
と
い
う
点
、
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
デ
リ
ケ
ー
ト
な
分
野
[
テ
ロ
リ
ズ
ム
ヘ
の
対
処
と
い

う
分
野
ー
補
足
筆
者
]
に
お
け
る
作
戦
上
の
意
思
決
定
に
固
有
の
制
約
、
に
応
じ
て
審
査
基
準
を
可
変
し
て
適
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

(16
)
 

(p
a
r
a
.
 4
8
1
)

。

[
と
こ
ろ
で
ー
補
足
筆
者
]
第
2
条
は
、
他
者
の
犯
罪
行
為
に
よ

っ
て
生
命
を
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
個
人
を
保
護
す
る
た
め
、
当
局
が
予

防
的
措
置

(
p
r
e
v
e
n
t
i
v
e
o
p
e
r
a
t
i
o
n
a
l
 me
a
s
u
r
e
s
)
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
意
味
に
お
け
る
積
極
的
義
務
を
含
意
す
る
こ
と

を
裁
判
所
は
再
言
す
る
。
こ
の
よ
う
な
義
務
の
違
反
は
、
特
定
の
諸
個
人
の
生
命
に
対
し
て
実
際
の
か
つ
急
迫
し
た
危
険
が
あ
る
こ
と
を

当
局
が
当
該
事
件
当
時
に
お
い
て
知
っ
て
い
た
か
ま
た
は
知

っ
て
い
る
べ
き
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
危
険
を
回
避
す
る
た
め

に
合
理
的
に
期
待
さ
れ
る
自
己
の
範
囲
内
に
あ
る
措
置
を
と
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
発
生
す
る
。
こ
の
よ
う
な
積
極
的
義
務
は
、
犯
罪

田

生
命
に
対
す
る
危
険
防
止
に
か
か
る
積
極
的
義
務

、＼ー
／

，
 

56

2

判
旨

（
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育
機
関
を
保
護
す
る
こ
と
が
合
理
的
に
期
待
で
き
た
の
で
あ
る

探
知
、
阻
止
、
無
力
化
す
る
た
め
、

察
に
命
じ
て
い
た

地
理
的
に
は
北
オ
セ
チ
ア
と
イ
ン
グ
ー
シ

の
潜
在
的
な
標
的
と
し
て
事
前
に
特
定
さ
れ
う
る
個
人
ま
た
は
同
様
に
特
定
さ
れ
う
る
複
数
の
個
人
を
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
態

の
み
な
ら
ず
、
社
会
に
対
す
る
一
般
的
な
保
護
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
態
に
も
ま
た
適
用
さ
れ
る

(
p
a
r
a
.
 
4
8
2
)
0
 

当
局
が
テ
ロ
攻
撃
に
関
す
る
情
報
を
事
前
に
有
し
て
い
な
か
っ
た
と
判
示
さ
れ
た
フ
ィ
ノ
ゲ
ノ
フ
事
件
と
は
異
な
り
、

タ
ガ
エ
バ
事
件

で
は
事
前
に
一
定
の
情
報
に
当
局
は
接
し
え
た
こ
と
が
多
く
の
要
素
か
ら
示
唆
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
ま
ず
、
か
か
る
情
報
に
基
づ
い

て
、
問
題
の
期
日
、
生
徒
、
教
職
員
、
保
護
者
・
来
賓
の
生
命
に
対
し
て
実
際
の
か
つ
急
迫
し
た
危
険
が
存
在
し
て
い
た
と
当
局
が
結
論

す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
次
い
で
そ
れ
が
肯
定
さ
れ
る
場
合
、
当
局
が
か
か
る
危
険
を
回
避
す
る
た
め
、
自
己
の
範
囲
内

に
あ
る
措
置
ー
合
理
的
に
判
断
さ
れ
る
ー
を
と
っ
た
か
ど
う
か
、
を
裁
判
所
は
あ
き
ら
か
に
す
る

前
者
に
つ
い
て
い
う
な
ら
ば
、

も

3
件
あ
り
、

(
p
a
r
a
.
 
4
8
4
)

。
2
0
0
4
年

7
月
お
よ
び

8
月
の
時
点
で
北
コ
ー
カ
サ
ス

の
境
の
地
帯
）
に
あ
る
民
間
施
設
を
標
的
に
人
質
奪
取
を
目
論
む
テ
ロ
攻
撃
の
脅
威
が
高
ま
っ
て
お
り
、
始
業
式
の

9
月

1
日
に
教
育
施

設
が
攻
撃
を
受
け
る
か
も
し
れ
な
い
と
の
関
係
官
庁
か
ら
の
内
部
通
告
が
あ
っ
た
こ
と
に
留
意
す
る
。
こ
の
よ
う
な
警
告
を
受
け
、
北
オ

セ
チ
ア
内
務
省
お
よ
び
イ
ン
グ
ー
シ
内
務
省
は
、
不
審
な
人
物
お
よ
び
車
両
の
監
視
と
い
っ
た
一
連
の
予
防
的
な
措
置
の
実
施
を
地
元
警

タ
ガ
エ
バ
事
件
を
さ
か
の
ぼ
る

10
年
の
間
、

チ
ェ
チ
ェ
ン
独
立
を
目
論
む
テ
ロ
リ
ス
ト
が
実
行
し
た
大
規
模
な
テ
ロ
攻
撃
は
少
な
く
と

2
0
0
4
年

8
月
の
時
点
ま
で
に
当
局
は
、
市
民
を
標
的
と
し
た
彼
ら
の
容
赦
な
い
攻
撃
に
つ
い
て
熟
知
し
て
い
た
こ
と

も
ふ
ま
え
る
な
ら
ば
、
当
局
が
知
り
え
た
前
記
情
報
を
し
て
、
生
命
に
対
す
る
実
際
の
か
つ
急
迫
し
た
危
険
の
存
在
の
表
徴
と
と
ら
え
る

こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
迅
速
に
、
か
つ
、
人
命
に
対
す
る
危
険
を
最
小
限
に
お
さ
え
て
テ
ロ
リ
ス
ト
を

一
定
の
予
防
的
お
よ
び
防
御
的
な
措
置
を
通
じ
て
、

(p
a
r
a
s
.
 
4
8
5
-
4
8
6
)

。

(
p
a
r
a
.
 
4
8
3
)

。

テ
ロ
攻
撃
が
懸
念
さ
れ
る
地
域
の
す
べ
て
の
教
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②
作
戦
の
立
案
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

第

2
条
に
基
づ
く
積
極
的
義
務
の
違
反
が
生
じ
た

相
当
程
度
に
具
体
的
な
事
前
の
情
報
が
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
当
局
は
、
少
な
く
と
も
知
識
の
日
の
数
日
前
の
時
点
で
か
か
る

事
態
に
対
し
て
十
分
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
及
ぼ
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、

テ
ロ
攻
撃
の
脅
威
に
対
し
て
中
心
的
に
対
処
す
る
こ
と

な
わ
ち
、
適
切
な
対
応
の
準
備
、
現
場
の
機
関
へ
の
資
源
配
分
お
よ
び
そ
れ
ら
の
機
関
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
受
領
）
を
担
う
統
括

的
機
関
の
設
置
が
合
理
的
に
期
待
で
ぎ
た
。
裁
判
所
と
し
て
は
、
危
険
が
予
見
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
か
か
る
危
険
性
を
分
析

し
、
そ
れ
に
対
処
す
る
指
令
部
を
設
置
せ
ん
と
す
る
目
に
見
え
る
形
で
の
努
力
も
な
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
認
定
す
る

裁
判
所
は
結
論
と
し
て
、
事
件
の
少
な
く
と
も
数
日
前
に
は

9
月
1
日
に
教
育
施
設
を
標
的
と
し
た
テ
ロ
攻
撃
が
計
画
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
当
局
が
十
分
具
体
的
な
情
報
を
有
し
て
い
た
こ
と
、
機
密
情
報
は
本
件
で
の
脅
威
を
し
て
チ
ェ
チ
ェ
ン
独
立
派
が
か
つ
て
敢

行
し
た
主
要
な
テ
ロ
攻
撃
に
な
ぞ
ら
え
て
い
た
こ
と
、
こ
の
種
の
テ
ロ
攻
撃
の
脅
威
が
、
潜
在
的
な
標
的
と
な
る
人
々

保
護
者
）

の
生
命
に
対
す
る
実
際
の
か
つ
急
迫
し
た
危
険
と
な
っ
て
い
た
こ
と
、
を
認
め
る
。
当
局
は
こ
の
よ
う
な
事
態
に
対
し
て
十
分

な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
及
ぼ
し
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
当
該
危
険
を
避
け
る
か
ま
た
は
そ
れ
を
減
ず
る
と
合
理
的
に
考
え
ら
れ
る
、
自
己
の

範
囲
内
に
あ
る
措
置
の
実
行
を
期
待
さ
れ
え
た
の
に
、
と
ら
れ
た
防
止
的
な
措
置
は
十
分
な
も
の
と
は
い
い
え
な
い
も
の
で
あ
っ
た

(17
)
 

(para. 4
9
1
)

。

(para. 4
9
3
)
 

(
全
員
一
致
）

。

コ
ン
ト

(para. 4
9
0
)

。

（
生
徒
、
教
員
、

第

2
条
が
与
え
る
保
護
の
重
要
さ
を
ふ
ま
え
る
な
ら
ば
‘
[
致
死
的
な
力
の
行
使
を
実
施
し
た
ー
補
足
箪
者
]
国
家
機
関
の
行
為
の
み
な

ら
ず
、
関
連
す
る
事
情

(
s
u
r
r
o
u
n
d
i
n
g
c
i
r
c
u
m
s
t
a
n
c
e
s
)

を
勘
案
し
つ
つ
、
生
命
剥
奪
を
最
大
限
に
注
意
し
て
検
討
す
る
こ
と
が
裁
判

所
に
は
求
め
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
、
致
死
的
な
力
の
行
使
へ
の
依
拠
を
可
能
な
か
ぎ
り
最
小
化
す
る
べ
く
、
作
戦
が
立
案
さ
れ
、

（す
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し
、
か
か
る
脅
威
に
対
処
す
る
た
め
の
、

(p
a
r
a
.
 
5
6
2
)

。

一
般
的
な
緊
急
事
態

ロ
ー
ル
が
加
え
ら
れ
た
ど
う
か
、
こ
の
こ
と
が
検
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
局
に
は
、
す
べ
て
の
者
の
生
命
に
対
す
る
危
険
を
最

小
限
に
す
る
よ
う
、
適
切
な
注
意
を
払
う
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
裁
判
所
に
は
、
当
局
の
行
動
の
選
択
に
誤
り
が
あ
っ
た

フ
ィ
ノ
ゲ
ノ
フ
事
件
判
決
が
す
で
に
提
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
第
2
条
の
適
用
範
囲
に
あ
る
事
態
に
つ
い
て
は
、
当
該
事
態
の
場
面
に

よ
っ
て
異
な
る
審
査
基
準
が
適
用
さ
れ
う
る
。
審
査
の
峻
厳
さ
は
事
態
に
対
す
る
当
局
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
程
度
お
よ
び
こ
の
よ
う
な
困

難
か
つ
デ
リ
ケ
ー
ト
な
分
野
に
お
け
る
作
戦
上
の
意
思
決
定
に
固
有
の
制
約
、
に
応
じ
て
変
動
す
る
。
通
常
‘
[
人
質
の
ー
補
足
筆
者
]
救

出
作
戦
の
立
案
と
実
施
は
厳
格
な
審
査
に
服
す
る
。
そ
う
す
る
に
あ
た
っ
て
、
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
な
諸
要
素
を
考
慮
し
て
き
た
。
す

な
わ
ち
、
①
作
戦
が
即
応
を
求
め
ら
れ
る
も
の
か
否
か
、
そ
れ
と
も
、
事
態
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
具
体
的
な
準
備
が
可
能
で
あ
っ
た

か
ど
う
か
と
い
う
点
、

②
当
局
は
あ
ら
か
じ
め
決
め
ら
れ
て
い
た
（
特
定
へ
の
事
態
へ
特
化
し
た
も
の
で
は
な
く
）

計
画
に
依
拠
で
き
た
か
ど
う
か
と
い
う
点
、

③
救
出
努
力
の
大
半
が
傾
注
さ
れ
る
建
物
の
外
部
で
は
事
態
に
対
す
る
当
局
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
の
程
度
が
よ
り
高
く
な
る
と
い
う
点
、

④
危
険
が
よ
り
予
見
可
能
で
あ
れ
ば
、
そ
の
分
、
そ
れ
か
ら
保
護
す
べ
き
義
務
も
ま
た
よ
り
高

く
な
る
と
い
う
点
、

で
あ
る

国
内
法
に
よ
れ
ば
、

い
。
既
述
の
よ
う
に
、

(p
a
r
a
.
 
5
6
3
)

。

ベ
ス
ラ
ン
で
の
対
テ
ロ
作
戦
に
責
任
を
負
っ
て
い
た
の
は
対
策
本
部

(
O
H
)
で
あ
っ
た
。
作
戦
の
立
案
と
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
の
評
価
に
あ
た

っ
て
は
、
こ
の
種
の
責
任
を
負
う
対
策
本
部

(O
H
)
の
行
動
の
検
討
な
し
に
、
そ
れ
を
行
う
こ
と
が
で
き
な

テ
ロ
攻
撃
に
関
す
る
事
前
の
十
分
な
情
報
が
あ
り
、
そ
の
意
味
で
な
ん
ら
か
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
し
か

つ
ま
り
対
処
策
の
立
案
、
資
源
の
分
配
、
他
の
部
署
と
の
連
携
の
確
保
を
担
う
中
央
集
権
的
な

構
造
が
欠
如
し
て
い
た
こ
と
が
、
当
該
危
険
を
回
避
す
る
か
ま
た
は
最
小
化
す
る
た
め
の
措
置
を
と
る
べ
き
合
理
的
な
手
段
が
と
ら
れ
な

か
っ
た
こ
と
の
理
由
で
あ
る
。
当
局
の
対
応
の
後
の
段
階
で
は
繰
り
返
し
、
こ
の
よ
う
な
調
整
の
欠
如
が
散
見
さ
れ
て
い
る
。
対
策
本
部

か
ど
う
か
、
こ
の
こ
と
の
検
討
が
求
め
ら
れ
る
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(
O
H
)
と
い
う
主
要
な
対
処
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
と
そ
の
組
織
が
決
ま

っ
た
の
は
、
そ
の
任
命
に
か
か
る
モ
ス
ク
ワ
か
ら
の
通
知
が

到
着
し
た

2
0
0
4
年

9
月
2
日
午
後

2
時

45
分、

つ
ま
り
、
本
件
発
生
の
お
よ
そ
30
時
間
後
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
新

(p
a
r
a
s
.
 
5
6
4
-
5
6
7
)

。

以
上
の
よ
う
な
、
作
戦
に
か
か
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
形
式
的
欠
如
は
、
意
思
決
定
過
程
お
よ
び
他
の
関
係
機
関
と
の
連
携
・
調
整
と

い
う
場
面
で
数
々
の
深
刻
な
欠
陥
（
た
と
え
ば
、
消
防
車
両
の
適
切
な
待
機
命
令
は
消
防
部
門
に
発
せ
ら
れ
な
か

っ
た
、
隊
員
へ
の
装
備

の
供
給
に
不
備
が
あ

っ
た
、
人
質
の
正
確
な
人
数
の
通
知
が
保
健
機
関
に
対
し
て
な
さ
れ
な
か

っ
た
）
を
生
み
出
し
た
。
人
質
の
救
出
作

戦
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
い
か
に
一
般
的
な
も
の
で
あ

っ
て
も
ま

っ
た
く
準
備
さ
れ
ず
、
本
件
展
開
の

2
日
半
後
に
よ
う
や
く
所
管
部
門

に
伝
達
さ
れ
た
。
法
医
学
業
務
、
遺
体
安
置
施
設
、
剖
検
設
備
は
い
ず
れ
も
不
備

・
不
十
分
で
あ

っ
た
ゆ
え
、
犠
牲
者
の
身
元
確
認
お
よ

び
そ
の
死
因
特
定
の
困
難
さ
に
結
び
つ
い
て
し
ま
っ
て
い
る
。
生
命
に
対
す
る
実
際
の
か
つ
急
迫
し
た
危
険
を
伴
い
、
そ
し
て
、
治
安
・

救
出
活
動
の
立
案
が
要
請
さ
れ
る
事
態
に
お
い
て
関
係
当
局
が
実
行
す
べ
き
主
要
な
義
務
の
―
つ
が
、
対
策
本
部

(O
H
)
に
お
け
る
責

任
体
系
お
よ
び
相
互
交
通
の
明
確
な
確
立
な
ら
び
に
対
策
本
部

(O
H
)
お
よ
び
関
係
機
関

（軍
事

・
治
安
機
関
、
救
護

・
消
防
・

医
療

機
関
）
と
の
間
の
責
任
体
系
お
よ
び
相
互
交
通
の
明
確
な
確
立
で
あ
る
。
対
策
本
部

(O
H
)
に
委
ね
ら
れ
る
べ
き
事
項
は
、
情
報
の
収

驚
愕
し
て
い
る
。

集
・
伝
達
、

テ
ロ
リ
ス
ト
と
の
交
渉
戦
略
の
進
め
方
、
建
物
へ
の
突
入
の
可
能
性
と
そ
の
帰
結
を
含
め
た
あ
り
う
る
結
末
の
分
析
で
あ
る
。

(18
)
 

以
上
を
ふ
ま
え
る
と
、
対
策
本
部

(O
H
)
の
構
成
員
の
大
半
が
議
論
や
意
思
決
定
過
程
か
ら
実
質
的
に
排
除
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
り
、

い
か
に
簡
単
な
も
の
で
あ
っ
て
も
、
対
策
本
部

(
O
H
)
で
の
会
議
と
そ
の
決
定
事
項
に
関
す
る
記
録
が
残
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
は
、
作
戦
の
立
案
と
コ
ン

ト
ロ
ー

ル
に
か
か
る
責
任
の
形
式
的
空
隙
を
際
立
た
せ
て
い
る

た
な
対
策
本
部

(
O
H
)
の
構
造
は
遵
守
さ
れ
な
か
っ
た

(
p
a
r
a
s
.
 
5
6
9
-
5
7
0
)

。

裁
判
所
は
、
本
件
の
よ
う
な
種
類
の
事
件
に
は

一
定
の
無
秩
序
が
付
き
物
で
あ
る
こ
と
を
再
言
す
る
し
、
安
全
保
障
上
の
懸
念
へ
の
配

慮
の
必
要
性
を
認
め
る
な
ら
ば
、
作
戦
の

一
部
が
秘
匿
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
認
め
る
。
困
難
な
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
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規
模
か
つ
迅
速
に
救
出
・
救
護
活
動
を
成
し
遂
げ
た
、
と
り
わ
け
、
医
療

・
救
護
チ
ー
ム
の
勇
気
お
よ
び
効
果
的
な
働
き
か
ら
も
目
を
逸

(p
a
r
a
.
 
5
7
1
)

。

以
上
を
ふ
ま
え
る
な
ら
ば
、
責
任
の
欠
如
お
よ
び
調
整
の
欠
如
が
タ
ガ
エ
バ
事
件
の
悲
劇
的
な
結
末
の
―
つ
の
原
因
で
あ
る
と
の
結
論

を
出
さ
ざ
る
を
え
な
い

。
裁
判
所
の
役
割
は
、
作
戦
の
立
案
や
調
整
に
関
わ
っ
た
諸
個
人
の
法
的
な
責
任
の
立
証
に
あ
る
の
で
は
な
い
。

裁
判
所
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
抵
抗
集
団
に
対
す
る
治
安
作
戦
上
の
手
段
お
よ
び
方
法
の
選
択
に
際
し
て
、
巻
き
添
え
に
よ
る
市

民
の
死
亡
を
回
避
す
る
か
ま
た
は
最
小
化
す
る
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
な
予
防
的
措
置
を
実
施
す
る
と
い
う
義
務
に
国
家
が
全
体
と
し

て
違
背
し
た
か
ど
う
か
と
い
う
判
断
な
の
で
あ
る
。
裁
判
所
と
し
て
は
、
無
能
な

(inabi
li
t
y
)
作
戦
統
括
機
関
の
た
め
に
、
指
揮
命
令

・

ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
が
維
持
さ
れ
ず
、
関
係
機
関
に
対
し
て
救
出
作
戦
の
詳
細
が
伝
達

・
調
整
さ
れ
ず
、
必
要
な
装
備
・
兵
姑
に
関
す

る
事
前
の
計
画
も
な
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
、
既
述
の
よ
う
な
予
防
的
措
置
実
施
の
僻
怠
に
繋
が
っ
た
こ
と
を
認
定
す
る
。
こ
の
た
め
、

(
p
a
r
a
.
 
5
7
2
-
5
7
4
)
 

(
5
対
2
)
。

致
死
的
な
力
の
行
使

3
 

巻
き
添
え
に
よ
る
市
民
の
死
亡
を
回
避
す
る
か
ま
た
は
最
小
化
す
る
た
め
、

予
防
的
措
置
の
実
施
を
当
局
が
怠
っ
た
こ
と
を
今

一
度
想

起
し
た
い
。
こ
こ
か
ら
は
、
申
立
人
に
よ
る
残
り
の
申
し
立
て
、
す
な
わ
ち
、
致
死
的
な
力
の
行
使
の
点
に
つ
い
て
の
検
討
が
裁
判
所
に

は
求
め
ら
れ
る
。
榔
弾
投
射
器

(
g
r
e
n
a
d
e
la
u
n
c
h
e
r
s
)
、
火
炎
放
射
器
お
よ
び
戦
車
砲
を
含
む
、
「
無
差
別
的
効
果
を
持
つ
火
器

(in,

(19
)
 

d
is
c
r
i
m
i
n
a
t
e
 w
e
a
p
o
n
s
)
」
が
使
用
さ
れ
た
こ
と
に
関
し
て
は
、
当
局
も
こ
れ
を
認
め
て
い
る
。
双
方
の
相
違
点
は
、
致
死
的
な
力
の
行

使
と
人
質
の
死
傷
と
の
因
果
関
係
、
致
死
的
な
力
の
行
使
に
か
か
る
法
的
枠
組
み
の
妥
当
性
お
よ
び
致
死
的
な
力
の
行
使
の
「
絶
対
的
必

要
性
」
の
テ
ス
ト
の
充
足
性
で
あ
る

条
約
違
反
が
生
じ
た

ら
す
わ
け
に
は
い
か
な

い

(
p
a
r
a
.
 
5
8
4
)
0
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②
 
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第

2
条

2
項
に
基
づ
く
正
当
化

因
と
な
っ
た
こ
と
を
、
裁
判
所
は
認
め
る

致
死
的
な
力
の
行
使
と
人
質
の
死
傷
の
因
果
関
係

裁
判
所
は
、

2
0
0
4
年

9
月
3
日
午
後
6
時
以
前
の
時
点
に
お
い
て
、
無
差
別
的
効
果
を
持
つ
火
器
を
国
家
機
関
が
用
い
た
こ
と
に

よ
っ
て
人
質
に
影
響
が
生
じ
た
、
ま
た
、
学
校
施
設
で
最
初
に
生
じ
た
爆
発
の
原
因
は
国
家
機
関
の
行
動
に
あ
る
と
い
う
申
立
人
の
主
張

と
、
そ
の
よ
う
な
火
器
の
使
用
は
、
生
存
者
の
救
出
後
に
お
い
て
で
あ

っ
て
、
治
安
部
隊
の
火
器
使
用
に
よ

っ
て
人
質
に
影
響
は
生
じ
た

こ
と
は
な
く
、
ま
た
、
最
初
の
爆
発
の
原
因
は
即
製
爆
弾

(I
E
D
)
に
あ
る
と
の
当
局
の
反
論
に
つ
い
て
検
討
す
る

(p
a
r
a
.
 
5
8
5
)

。

2
0
0
4
年

9
月
3
日
午
後
6
時
の
前
後
、
戦
車
砲
、
榔
弾
投
射
器
お
よ
び
火
炎
放
射
器
を
含
む
無
差
別
的
効
果
を
持
つ
火
器
が
使
用

さ
れ
た
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
発
砲
対
象
の
施
設
内
部
に
人
質
が
存
在
し
て
い
な
い
こ
と
を
、
こ
の
種
の
火
器
を
使
用
し
た
国
家
機
関

は
ど
の
よ
う
に
し
て
確
認
し
た
の
か
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
説
明
は
い
ま
だ
に
な
さ
れ
て
い
な
い
。
前
期
時
刻
の
後
、
こ
の
種
の
火
器
の

使
用
対
象
は
テ
ロ
リ
ス
ト
に
限
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
と
の
当
局
の
主
張
は
、
客
観
的
な
証
拠
に
基
づ
く
な
ら
ば
支
持
す
る
こ

(20
)
 

と
は
で
き
な
い
こ
と
は
既
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
総
合
的
に
み
れ
ば
、
国
家
機
関
に
よ
っ
て
無
差
別
的
効
果
を
持
つ
火
器
が
テ

ロ
リ

ス
ト
と
人
質
が
混
在
し
て
い
る
際
に
学
校
施
設
に
対
し
て
使
用
さ
れ
た
と
の
主
張
に
は

一
応
の
根
拠
が
あ
る
と
裁
判
所
は
認
定
す
る
。
か

く
し
て
、
人
質
へ
の
危
険
の
回
避
ま
た
は
そ
の
最
小
化
の
確
保
は
不
可
能
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る

(p
a
r
a
s
.5
8
8
-
5
8
9
)

。

タ
ガ
エ
バ
事
件
に
つ
い
て
知
ら
れ
て
い
る
事
実
に
よ
れ
ば
、

国
家
機
関
に
よ
る
致
死
的
な
力
の
行
使
が
、
人
質
を
死
に
至
ら
し
め
る

一

①
 

(p
a
r
a
.
 
5
9
0
)

。

次
い
で
、
裁
判
所
に
求
め
ら
れ
る
の
は
‘
[
タ
ガ
エ
バ
事
件
で
み
ら
れ
た
よ
う
な
ー
補
足
筆
者
]
致
死
的
な
力
の
行
使
を
第
2
条
に
照
ら
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る
、
致
死
的
な
力
の
行
使
に
関
す
る
法
的
枠
組
み
に
つ
い
て
検
討
す
る

考
え
る

③
 

し
て
正
当
化
す
る
こ
と
が
可
能
か
否
か
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
検
討
で
あ
る
。
フ
ィ
ノ
ゲ
ノ
フ
事
件
判
決
に
お
い
て
裁
判
所
は
、
「
自
己
の

大
義
に
従
っ
た
重
武
装
の
独
立
主
義
者
ら
が
人
質
を
奪
取
し
、
非
現
実
的
な
要
求
を
掲
げ
た
。
交
渉
は
実
り
を
結
ば
ず
、
人
質
の
状
況
は

ま
し
な
害
悪

(le
s
s
e
r
evi
l)』

悪
化
し
、
彼
ら
は
一
層
脆
弱
と
な
っ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
、
多
く
の
人
命
が
失
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
、
現
実
の
か
つ
深
刻
な
そ
し
て
急
迫
し

た
危
機
が
生
じ
た
。
こ
う
し
て
、
当
局
に
は
交
渉
を
終
わ
ら
せ
、
か
か
る
状
況
下
、
強
制
的
な
介
入

(
f
o
r
c
e
d
in
t
e
r
v
e
n
t
i
o
n
)
が

『よ
り

(21
)
 

で
あ
る
と
信
ず
る
に
足
り
る
十
分
な
根
拠
が
あ

っ
た
の
で
あ
る
」
と
判
示
し
た
。
タ
ガ
エ
バ
事
件
に
お
い

て
は
、
体
育
館
で
の
最
初
の
爆
発
の
後
、
逃
げ
惑
う
人
質
に
向
け
、
テ
ロ
リ
ス
ト
が
銃
撃
を
始
め
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
多
く
の
人
命
が
失

わ
れ
る
危
険
が
現
実
の
も
の
と
な

っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
強
制
的
な
介
入
以
外
の
選
択
肢
は
当
局
に
は
残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
、
力
の
行
使
へ
の
依
拠
と
い
う
判
断
は
、
か
か
る
状
況
の
下
で
は
第

2
条

2
項

(
a
)

(p
a
r
a
.
 
5
9
1
)

。

(p
a
r
a
.
 
5
9
2
)

。

の
下
で
許
容
さ
れ
る
も
の
と
裁
判
所
は

法
的
枠
組
み(22
)
 

裁
判
所
は
、
従
前
よ
り
致
死
的
な
力
の
行
使
の
規
制
に
か
か
る
既
存
の
法
的
枠
組
み

・
規
制
枠
組
み
の
審
査
に
従
事
し
て
き
た
こ
と
を

再
言
す
る
。
力
の
行
使
に
関
す
る
法
規
範
の
な
か
に
、
許
容
さ
れ
る
武
器
・
弾
薬
に
つ
い
て
十
分
詳
細
な
規
定
を
お
く
こ
と
を
要
請
す
る

(23
)
 

「
国
連
基
本
原
則
」
も
ま
た
、
裁
判
所
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
軌
を
一
に
す
る
。
し
た
が

っ
て
、
裁
判
所
は
、
申
立
人
に
よ
れ
ば
不
十
分
と
さ
れ

[
フ
ィ
ノ
ゲ
ノ
フ
事
件
判
決
を
含
む
裁
判
所
の
ー
補
足
筆
者
]
従
前
の
実
行
を
ふ
ま
え
る
な
ら
ば
、

「
通
常
の
瞥
察
作
戦

(r
o
u
t
m
e
po, 

li
c
e
 o
p
e
r
a
t
io
n
s
)
」
と
大
規
模
な
テ
ロ
掃
討
作
戦
に
は
区
別
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
大
規
模
な
テ
ロ
掃
討
作
戦
に
つ
い
て
い
う

な
ら
ば
、
そ
れ
は
往
々
に
し
て
「
特
別
に
あ
つ

ら
え
た

(t
a
i
l
o
r
'
m
a
d
e
)
」
対
応
が
必
要
さ
れ
る
重
大
な
危
機
と
な
り
、
そ
れ
ゆ
え
、

当
該
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れ
て
い
る

状
況
に
応
じ
た
解
決
策
に
依
拠
す
る
こ
と
が
可
能
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
第
三
者
に
よ
る
違
法
な
暴

力
に
よ
り
、
そ
の
生
命
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
者
の
保
護
を
第
一
義
的
な
目
的
と
す
る
適
法
な
治
安
作
戦

(a
lawful s
e
cu
n
ty
 

operation)
に
お
い
て
致
死
的
な
力
の
行
使
を
規
律
す
る
の
は
依
然
と
し
て
第

2
条
の
意
味
に
お
け
る
絶
対
的
必
要
性
と
い
う
厳
格
な
基

準
で
あ
る
。
国
内
法
規
定
も
か
か
る
厳
格
な
基
準
に
則
り
、
不
必
要
な
被
害
の
危
険
を
減
ず
る
義
務
お
よ
び
不
当
な
結
果
を
も
た
ら
す
武

器

・
弾
薬
の
使
用
の
排
除
に
関
す
る
義
務
等
を
含
む
こ
と
が
き
わ
め
て
重
要
と
な
る

(para. 5
9
5
)

。

テ
ロ
行
為
処
罰
法

(S
u
p
p
r
e
s
s
io
n
of T
e
r
r
o
n
s
m
 A
c
t
)

に
は
使
用
さ
れ
う
る
武
器

・
弾
薬
の
種
類
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
選
択
に
関
す

る
規
則

・
制
限
に
つ
い
て
も
な
ん
ら
言
及
が
存
在
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て
裁
判
所
は
留
意
す
る
。
力
の
行
使
は
そ
れ
が

「
絶
対
的
に
必
要

な
」
場
合
に
か
ぎ
ら
れ
る
と
す
る
原
則
、
す
な
わ
ち
、
不
必
要
な
被
害
の
危
険
を
減
ず
る
義
務
お
よ
び
不
当
な
結
果
を
も
た
ら
す
武
器
・

弾
薬
の
使
用
の
排
除
に
関
す
る
義
務
（
た
と
え
ば
、
国
連
基
本
原
則
の
第
11
原
則
等
）
も
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
な
い

。
ま
た
、
対
テ
ロ
作

戦
に
お
い
て
「
法
的
保
護
対
象
」
に
被
害
が
及
ん
だ
場
合
に
か
か
る
作
戦
に
参
加
し
た
国
家
機
関
に
対
し
て
ほ
ぽ
完
全
な
免
責
が
規
定
さ

(24
)
 

(para. 5
9
8
)

。

以
上
を
ふ
ま
え
る
な
ら
ば
、
国
内
法
的
枠
組
み
に
は
、
対
テ
ロ
作
戦
中
に
生
じ
た
被
害
に
対
す
る
広
範
な
免
責
と
相
ま

っ
て
、
条
約
が

求
め
る
、
す
べ
て
の
者
の
生
命
を
法
律
に
よ
っ
て
保
護
す
る
義
務
を
含
め
、
適
法
な
対
テ
ロ
作
戦
に
お
け
る
力
の
行
使
に
関
す
る
も
っ
と

も
重
要
な
原
則
・
制
約
が
欠
如
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
生
命
ー
条
約
上
最
も
基
本
的
な
権
利
ー
の
剥
奪
に
関
す
る
事
態
の
規
律
と
い
う
側

面
で
の
危
険
な
ギ
ャ
ッ
プ
が
生
じ
て
い
る
。
裁
判
所
は
、
不
適
切
な
水
準
の
法
的
保
障
を
理
由
と
し
て
、
当
局
が
、
恣
意
的
な
力
の
行
使

お
よ
び
そ
の
濫
用
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
回
避
す
る
体
系
の
構
築
を
怠
っ
た
こ
と
を
認
定
す
る
。
か
か
る
よ
う
な
規
制
枠
組
み
上
の
弱
点

は
以
下
に
お
い
て
述
べ
る
よ
う
に
、
用
い
ら
れ
た
力
の
均
衡
性
と
も
関
係
す
る

(para. 5
9
9
)

。
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タ
ガ
エ
バ
事
件
に
お
け
る
致
死
的
な
力
の
行
使
は
絶
対
的
に
必
要
だ
っ
た
か

申
立
人
に
よ
れ
ば
、
本
件
で
使
用
さ
れ
た
致
死
的
な
力
は
過
度
の
も
の

(
e
x
c
e
s
s
ive)
、
す
な
わ
ち
、
使
用
さ
れ
た
火
器
は
無
差
別
的
効

果
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
て
、
当
時
の
状
況
に
照
ら
し
て
そ
の
使
用
を
正
当
化
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
政
府
の
主
張
は
、
火
器

は

「直
接
か
つ
正
確
に
」
テ
ロ
リ
ス
ト
を
標
的
と
し
て
用
い
ら
れ
、
人
質
へ
の
影
響
は
生
じ
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
仮
に
絶
対
的
必

要
性
の
テ
ス
ト
を
適
用
し
た
と
し
て
も
、
か
か
る
基
準
を
充
足
し
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た

裁
判
所
は
、
以
下
の
こ
と
を
再
言
す
る
。
す
な
わ
ち
、
条
約
第
2
条
第
2
項
に
い
う
[
生
命
権
の
保
護
の
ー
補
足
筆
者
]
例
外
の
規
定

は
、
意
図
的
な
殺
害
の
み
な
ら
ず
、
意
図
せ
ざ
る
結
果
と
し
て
人
が
死
亡
し
た
場
合
に
つ
い
て
も
規
制
の
対
象
と
し
て
い
る
。
本
項
の

「
絶
対
的
に
必
要
な
」
と
の
表
現
は
条
約
の
他
の
条
文
（
第
8
条
第
2
項
[
私
生
活
お
よ
び
家
族
生
活
の
尊
重
に
対
す
る
制
約
i
補
足
筆

者
]
‘
第
9
条
第
2
項
冨
心
想
、
良
心
お
よ
び
信
教
の
自
由
に
対
す
る
制
約
ー
補
足
箪
者
『

第
10
条
第
2
項

[表
現
の
自
由
に
対
す
る
制

約
ー
補
足
筆
竺
お
よ
び
第
11
条
第
2
項

[
集
会
お
よ
び
結
社
の
自
由
に
対
す
る
制
約
|
補
足
筆
者
]
）
で
使
用
さ
れ
て
い
る

「民
主
的
社

会
に
お
い
て
必
要

(
n
e
c
e
s
s
a
r
y
m
a
 de
m
o
c
r
a
t
i
c
 society)
」
と
の
表
現
に
比
較
し
て
よ
り
厳
格
な
基
準
で
あ
っ
て
、
と
り
わ
け
、
使
用

さ
れ
る
力
は
、
第
2
条
2
項

(a)
、（
b
)
、
（
C
)

に
い
う
3
つ
の
目
的
と
厳
密
に
均
衡
し
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

(25
)
 

(p
a
r
a
.
 
6
0
1
)
0
 

タ
ガ
エ
バ
事
件
に
お
い
て
国
家
機
関
に
よ
る
力
の
行
使
を
原
因
と
し
て
死
亡
し
た
人
質
は
存
在
し
な
い
と
結
論
づ
け
た
国
内
的
検
証
が

信
用
に
値
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
国
家
に
よ
る
力
の
行
使
が
人
質
の
死
亡
の
一
因
と
な
っ
た
と
考
え
ざ
る
え
な
い
こ
と
、
を

(26
)
 

裁
判
所
は
既
に
認
定
し
て
い
る
。
先
に
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
致
死
的
な
力
の
行
使
が
許
容
さ
れ
る
こ
と
も
認
定
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ

か
ら
は
、

「致
死
的
な
力
は
、

る

④
 

(p
a
r
a
.
 
6
0
0
)

。

テ
ロ
リ
ス
ト
と
人
質
を
区
別
せ
ず
、
無
差
別
的
に
行
使
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、

『国
家
機
関
に
よ
る
致
死

的
な
力
の
行
使
を
伴
う
作
戦
に
不
可
欠
な
注
意
基
準
と
両
立
し
え
な
い
』
」
と
の
申
立
人
の
主
張
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
な
お
、
人
質
生
存
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の
可
能
性
が
高
か
っ
た
の
で
、
失
神
性
ガ
ス
の
使
用
は
無
差
別
的
と
は
い
え
な
い
と
判
示
さ
れ
た
フ
ィ
ノ
ゲ
ノ
フ
事
件
と
タ
ガ
エ
バ
事
件

(27
)
 

(
p
a
r
a
.
 
6
0
2
)

。

既
述
の
よ
う
に
、
市
民
に
対
す
る
危
険
を
最
小
化
す
る
と
い
う
点
に
お
い
て
作
戦
に
関
す
る
当
局
の
立
案
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
不
備
が

あ
っ
た
こ
と
お
よ
び
法
的
枠
組
み
が
国
際
基
準
を
充
足
し
て
い
な
い
と
い
う
点
に
お
い
て
不
備
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
こ
こ
で
の
分
析
と
直

接
的
な
関
係
を
有
し
て
い
る
。
作
戦
の
立
案
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
い
う
な
ら
ば
、
対
策
本
部

(
O
H
)
は
責
任
体
系
を
確
立
で
き

ず
、
か
つ
、
救
出
作
戦
の
立
案
お
よ
び
突
入
作
戦
の
立
案
を
含
め
、
当
該
作
戦
の
最
重
要
事
項
に
関
す
る
調
整
を
確
保
で
き
な
か

っ
た
こ

と
は
既
に
判
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
加
え
て
、
法
的
枠
組
み
に
生
じ
た
ギ
ャ
ッ
プ
の
た
め
に
、
致
死
的
な
力
の
行
使
に
関
す
る
原
則
・

制
約
に
つ
い
て
の
明
確
な
指
針

（不
必
要
な
被
害
の
危
険
性
を
減
ず
る
義
務
お
よ
び
不
当
な
結
果
を
も
た
ら
す
武
器

・
弾
薬
の
使
用
の
排

除
に
関
す
る
義
務
等
）
が
提
示
さ
れ
る
に
至
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
諸
要
因
の
た
め
に
現
出
し
た
事
態
が
、
使
用
す
べ

き
武
器
の
種
類
の
決
定
、
当
該
武
器
の
使
用
上
の
制
約
・
条
件
の
判
断
、
実
際
上
の
指
示
の
確
定
と
い
っ
た
事
項
が
、
突
入
作
戦
を
担
う

[現
場
の
ー
補
足
筆
者
]
指
揮
官
た
ち
に
委
ね
ら
れ
る
と
い
う
事
態
で
あ
っ
た
の
で
あ
る

(p
a
r
a
.
 
6
0
3
)
0
 

複
数
の
証
言
に
よ
れ
ば
、

タ
ガ
エ
バ
事
件
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
責
任
を
担
わ
さ
れ
た
の
は
、
暴
力
的
衝
突
が
発
生
し
た
際
に
出
動

を
要
請
さ
れ
る
連
邦
保
安
庁
特
殊
部
隊
の
指
揮
官
た
ち
で
あ

っ
た
0

[
な
お
ー
補
足
筆
者
]

9
月
2
日
に
任
命
さ
れ
た
対
策
本
部

(O
H
)

長、

A
n
d
r
e
y
e
v
将
軍
は
、
人
質
の
生
命
に
対
す
る
危
険
が
現
実
の
も
の
と
な
る
の
で
な
い
か
ぎ
り
、
力
の
行
使
に
よ
る
事
態
の
解
決
は
計

画
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
証
言
し
て
い
る
。
火
炎
放
射
器
の
よ
う
な
特
別
の
火
器
を
含
め
、
火
器
の
種
類
・
使
用
を
所
管
し
た
の
は
、
連

邦
保
安
庁
特
殊
任
務
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
、
作
戦
上
、
需
要
な
役
割
を
担
っ
た
の
は
、
同
セ
ン
タ
ー
長

T
i
k
h
o
n
o
v
将
軍
で
あ
っ
た
こ
と
が
証

拠
か
ら
示
唆
さ
れ
る
が
、
し
か
し
、
同
将
軍
が
対
策
本
部

(O
H
)

(p
a
r
a
s
.
 
6
0
4
.)

。

で
は
事
情
が
異
な
る
こ
と
に
留
意
す
る

の
構
成
員
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
疑
義
が
あ
る
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本
件
事
態
が
例
外
的
で
あ

っ
た
事
は
確
か
だ
が

証
拠
に
基
づ
く
な
ら
ば
、

テ
ロ
リ
ス
ト
と
人
質
が
混
在
し
て
い
る
際
、
無
差
別
的
な
効
果
を
持
つ
火
器
が
使
用
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と

が

一
応
許
容
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
既
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
作
戦
に
お
い
て
致
死
的
な
力
の
行
使
を
事
実
上
管
轄
し
て
い
た
、

連
邦
保
安
庁
特
殊
任
務
セ
ン
タ
ー
長
T
i
k
h
o
n
o
v
将
軍
自
身
の
説
明
は
存
在
し
な
い
。
こ
う
し
た
な
か
で
、
政
府
は
使
用
さ
れ
た
致
死
的

な
力
が
ま
さ
に
絶
対
的
に
必
要
だ

っ
た
と
の
「
説
得
力
の
あ
る
、
か
つ
、
満
足
の
い
く
説
明
」
を
し
て
い
な
い

(p
a
r
a
.
 6
0
5
)
0
 

[
な
お
ー
補
足
筆
者
]
学
校
へ
の
突
入
の
原
因
と
な

っ
た
事
態
が
例
外
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
裁
判
所
は
認
め
る
。
体
育
館
の
突
然

の
大
爆
発
を
契
機
と
し
て
多
く
の
人
質
が
死
亡
し
、
さ
ら
に
よ
り
多
く
の
人
質
が
負
傷
し
、
火
傷
を
負

い
、
砲
弾
シ
ョ

ッ
ク

s
h
o
c
k
)
に
も
罹

っ
た
。
そ
の
後
の
混
乱
の
な
か
で
、
テ
ロ
リ
ス
ト
は
、
逃
げ
よ
う
と
す
る
人
質
と
そ
れ
を
助
け
よ
う
と
す
る
人
質
に
向
か

っ
て
銃
撃
を
開
始
し
た
。

(p
a
r
a
.
 6
0
6
)

。

テ
ロ
リ
ス
ト
は
、
火
器
と
爆
発
物
に
加
え
、
榔
弾
発
射
器
の
よ
う
な
重
火
器
も
装
備
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な

事
態
の
下
で
、
統
括
的
機
関
に
対
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
危
険
性
を
可
能
な
か
ぎ
り
迅
速
に
排
除
す
る
た
め
に
い
か
な
る
方
法
を
採
用
し
、

い
か
な
る
手
段
を
使
用
す
る
か
、
こ
の
こ
と
に
関
す
る
困
難
な
決
定
を
迅
速
に
と
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
の
は
あ
き
ら
か
で
あ
る

に
あ

っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
指
揮
官
た
ち
は
、

(S
h
e
l
l
,
 

(H
a
v
m
g
 s
aid t
h
a
t
)
、
本
作
戦
の
主
眼
は
人
命
の
保
護
お
よ
び
法
と
秩
序
の
再
構
築

テ
ロ
リ
ス
ト
が
醸
成
す
る
危
険
は
別
と
し
て
、
数
百
名
の
子
供
た
ち
を
含
む

1
0
0
0
人

余
り
の
人
質
の
生
命
も
顧
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
し
か
も
、
水
と
食
料
も
断
た
れ
た
過
酷
な
状
況
の
下
で
の

50
時
間
以
上
に
わ

た
る
身
柄
の
拘
束
で
疲
弊
し
切
っ
た
人
質
は
ま
さ
に
脆
弱
な
集
団
で
あ

っ
た
。
そ
の
よ
う
な
事
態
の
下
で
無
差
別
的
な
効
果
を
持
つ
火
器

を
使
用
す
る
こ
と
の
深
刻
な
危
険
性
は
そ
の
使
用
の
判
断
を
担
う
者
で
あ
れ
ば
、
誰
に
で
も
明
白
な
は
ず
で
あ

っ
た
。
事
前
の
段
階
に
お

い
て

一
切
の
関
連
事
情
が
検
討

・
熟
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ

っ
た
の
で
あ
り
、
も
し
も
か
か
る
よ
う
な
火
器
の
使
用
が
避
け
ら
れ
な
い
の
で

あ
れ
ば
、
す
べ
て
の
段
階
で
厳
格
な
監
視
と
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
を
施
す
こ
と
で
、
人
質

へ
の
危
険
の
最
小
化
に
努
め
る

べ
き
で
あ

っ
た
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に
か
か
る
脆
弱
な
法
制
も
こ
の
よ
う
な
結
論
を
支
え
る

⑤
致
死
的
な
力
の
行
使
に
関
す
る
結
論

(
p
a
r
a
s
.
 
6
0
7
)

。

裁
判
所
は
、
治
安
部
隊
が
多
種
多
様
な
火
器
を
使
用
し
、
そ
の
な
か
に
は
テ
ロ
リ
ス
ト
と
人
質
の
区
別
な
く
、
人
質
に
対
し
て
深
刻
な

損
害
を
与
え
う
る
よ
う
な
き
わ
め
て
強
力
な
火
器
も
存
在
し
た
こ
と
に
留
意
す
る
。
作
戦
の
目
的
は
不
法
な
暴
力
か
ら
の
人
命
の
保
護
に

あ
っ
た
こ
と
を
裁
判
所
は
確
認
す
る
。
無
差
別
的
な
効
果
を
持
つ
火
器
の
大
規
模
な
使
用
は
、
か
か
る
よ
う
な
目
的
と
真
正
面
か
ら
対
立

し
、
そ
れ
は
国
家
機
関
に
よ
る
致
死
的
な
力
の
行
使
を
伴
う
作
戦
に
不
可
欠
な
注
意
基
準
に
合
致
し
え
な
い
も
の
で
あ

っ
た
0

[
も
っ
と

も
—
補
足
筆
者
]
危
害
を
加
え
ん
と
す
る
武
装
集
団
と
の
対
峙
と
い
う
極
限
的
緊
張
状
態
の
下
で
人
命
救
助
を
要
請
さ
れ
た
隊
員
た
ち
の

事
態
に
対
す
る
見
解
を
、
第
三
者
的
考
察
を
も
っ
て
、
裁
判
所
の
見
解
に
代
替
し
よ
う
と
す
る
こ
と
を
裁
判
所
は
望
ま
な
い
。
判
断
上
の

ミ
ス
や
評
価
上
の
ミ
ス

（そ
れ
は
後
か
ら
考
え
る
と
、
不
幸
で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
が
）
は
、
そ
れ
自
体
で
は
第

2
条
に
基
づ
く
責
任
を

醸
成
し
な
い
に
せ
よ
、
人
命
損
失
の
危
険
性
を
付
帯
す
る
よ
う
な
爆
発
物
や
無
差
別
的
な
効
果
を
持
つ
火
器
の
使
用
が
、
当
時
の
状
況
に

お
い
て
絶
対
的
に
必
要
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い

。
か
く
し
て
、
国
家
機
関
に
よ
る
致
死
的
な
力
の
大
規
模
な
行
使
を
理
由
と
し

て
条
約
第

2
条
の
違
反
が
生
じ
た
の
で
あ
る

(
p
a
r
a
s
.6
0
9
-
6
1
0
)

。

タ
ガ
エ
バ
事
件
の
よ
う
な
事
態
の
下
に
お
い
て
致
死
的
な
力
へ
の
依
拠
は
正
当
化
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
繰
り
返
す
。
も

っ
と
も
、

当

局
は
、
致
死
的
な
力
の
行
使
、
と
り
わ
け
、
無
差
別
的
な
効
果
を
持
つ
火
器
の
使
用
に
よ
っ
て
第

2
条
に
違
反
し
た
。
力
の
行
使
の
規
制

(p
a
r
a
.
 611) 
(5
対

2
)
。
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判
決
の
分
析

(28) 

タ
ガ

エ
バ
事
件
で
み
ら
れ
た
当
局
の
対
応
に
つ
い
て
裁
判
所
は
、
以
上
の
よ
う
に
条
約
第
2
条
に
関
連
し
て
複
数
の
条
約
違
反
を
認
定

す
る
に
至
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
の
諸
点
を
中
心
に
本
判
決
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

生
命
権
の
保
護
を
謳
う
第
2
条
は
、
そ
の
第
1
項
に
お
い
て
死
刑
制
度
の
運
用
に
よ
っ
て
生
命
の
剥
奪
が
な
さ
れ
る
場
合
を
認
め
た
上

で
（
も
っ
と
も
、
死
刑
廃
止
に
関
す
る
複
数
の
議
定
書
の
採
択
も
あ
り
、
本
項
は
事
実
上
空
文
化
し
て
い
る
と
も
い
え
る
）
、
そ
の
第
2
項

に
お
い
て
、

(
l
)
不
法
な
暴
力
か
ら
人
を
守
る
た
め
、

(
2
)
合
法
的
な
逮
捕
を
行
い
、
ま
た
は
合
法
的
に
抑
留
し
た
者
の
逃
亡
を
防
ぐ

た
め
、

(
3
)
暴
動
ま
た
は
反
乱
を
鎮
圧
す
る
目
的
で
合
法
的
に
と
っ
た
行
為
の
た
め
（
第
2
条
第
2
項

(
a
)、（
b
)
、（
C
)
）
と
い
う

3
つ
の
目
的
か
ら
、
致
死
的
な
力
の
行
使
が
な
さ
れ
、
結
果
的
に
生
命
が
剥
奪
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
許
容
さ
れ
う
る
と
い
う
規
定

(29
)
 

ぶ
り
を
採
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
第
2
項
に
規
定
さ
れ
る
、
致
死
的
な
力
の
行
使
に
基
づ
き
生
命
の
剥
奪
が
許
容
さ
れ
る
諸
事
例
は
意
図

(30
)
 

的
な
お
よ
び
意
図
し
な
い
生
命
の
剥
奪
の
場
合
双
方
に
つ
い
て
及
ぶ
と
解
さ
れ
て
き
た
。

も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
限
定
さ
れ
た

3
つ
の
目
的
に
基
づ
く
力
の
行
使
に
起
因
す
る
生
命
の
剥
奪
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
適
法
と
み
な

さ
れ
る
に
は
、
か
か
る
力
の
行
使
が

「絶
対
的
に
必
要

(a
b
s
o
lu
te
ly
n
e
c
e
s
s
a
r
y
)
」
（
第
2
条
2
項
）
だ
っ
た
と
い
え
る
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
、

1
9
9
5年
9
月
27
日
の
マ

ッ
カ
ン
事
件
判
決
に
お
い
て
裁
判
所
は
、

「第
2
条
2
項
に
お
け
る

『絶
対
的
に
必

要
な
』
と
い
う
文
言
は
、
必
要
性
に
関
し
て
よ
り
厳
格
な
か
つ
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
と
い
う
意
味
で
の
基
準
を
提
示
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

事
態
の
異
な
る
側
面
で
は
異
な
る
審
査
基
準

III 
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こ
の
点
に
つ
い
て
い
う
な
ら
ば
、
同
類
型
の
テ
ロ
事
件
で
あ
っ

た
フ
ィ
ノ
ゲ
ノ
フ
事
件
に
お
い
て
裁
判
所
が
、

「
本
基
準
の
適
用
は
、
事

態
の
一
定
の
側
面
が
裁
判
所
の
専
門
的
知
識
を
は
る
か
に
超
え
る
場
合
、
当
局
が
甚
大
な
る
時
間
的
圧
力
下
で
行
動
す
る
こ
と
を
余
儀
な

(35
)
 

く
さ
れ
る
場
合
、
当
局
に
よ
る
事
態
へ
の
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
が
最
小
限
に
と
ど
ま
る
場
合
に
お
い
て
は
、
単
純
に
適
用
不
可
能
」
な
の
で
あ

る
。
「
人
質
事
件
の
蔓
延
は
残
念
な
こ
と
だ
が
、
そ
れ
で
も
今
回
の
事
件
は
ま
さ
し
く
例
外
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
数
百
名
の
人
質
の
生

命
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
お
り
、
テ
ロ
リ
ス
ト
の
方
は
大
義
に
忠
実
で
あ
っ
て
、
重
武
装
を
し
て
お
り
、
よ
く
訓
練
も
さ
れ
て
い
た
。
[劇

ト
か
ら
の
逸
脱
を
許
容
す
る
に
至
っ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

条
約
第
8
条
2
項
、
第
9
条
2
項
、
第
10
条
2
項
、
第
11
条
2
項
の
規
定
の
下
で
国
家
の
行
為
が
『
民
主
的
社
会
に
お
い
て
必
要
』

る
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
際
に
使
用
さ
れ
る
基
準
よ
り
高
次
の
も
の
な
る
。
と
り
わ
け
、
行
使
さ
れ
る
力
は
、
第
2
条
2
項

(
a
)
、（
b
)
、

(31
)
 

(
C
)

に
い
う
3
つ
の
目
的
と
厳
密
に
均
衡
し
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

以
上
に
み
た
よ
う
に
、
所
与
の
行
為
が
致
死
的
な
力
の
行
使
と
し
て
許
容
さ
れ
う
る
例
外
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
、
そ
れ
を
認
定
す
る

(32
)
 

べ
き
審
査
基
準
と
し
て
、
「
絶
対
的
必
要
性
の
テ
ス
ト
」
が
あ
る
が
、
こ
の
基
準
が
ど
の
よ
う
な
事
態
に
お
い
て
も
墨
守
さ
れ
る
べ
き
と
い

う
や
り
方
を
裁
判
所
は
採
用
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
す
な
わ
ち
、

タ
ガ
エ
バ
事
件
判
決
に
お
い
て
裁
判
所
は
、
先
に
み
た
よ
う
に
、

テ
ロ
リ
ズ
ム
と
の
戦
い
に
お
い
て
現
代
諸
国
が
直
面
し
て
い
る
困
難
、
過
去
数
十
年
に
わ
た
り
、

で
あ

び
公
共
の
安
全
に
対
す
る
重
大
な
脅
威
で
あ
る
北
コ
ー
カ
サ
ス
に
お
け
る
分
離
運
動
に
対
峙
し
て
き
た
事
実
お
よ
び
後
付
け
の
分
析
の
危

(33
)
 

険
性
に
つ
い
て
、
十
分
に
認
識
・
留
意
す
る
と
し
た
上
で
、
テ
ロ
リ
ズ
ム
と
の
戦
い
の
過
程
で
な
さ
れ
る
政
治
的
な
選
択
と
、
当
局
の
行

動
の
う
ち
、
保
護
対
象
の
権
利
と
直
接
に
関
連
す
る
よ
り
実
務
的
な
側
面
を
分
離
し
た
上
で
、
当
局
が
当
該
事
態
を
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
し
て

い
る
か
否
か
、
そ
の
場
合
、
そ
の
程
度
は
い
か
な
る
も
の
か
と
い
う
点
、
ま
た
、
か
か
る
よ
う
な
デ
リ
ケ
ー
ト
な
分
野
に
お
け
る
作
戦
上

(34
)
 

の
意
思
決
定
に
固
有
の
制
約
、
に
応
じ
て
審
査
基
準
を
可
変
し
て
適
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
こ
と
で
、
絶
対
的
必
要
性
の
テ
ス

ロ
シ
ア
当
局
が
、
国
家
安
全
保
障
お
よ
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所
の
採
用
し
た
こ
の
様
な
法
理
は

場
へ
の
ー
補
足
筆
者
]
突
入
の
軍
事
的
側
面
に
つ
い
て
い
え
ば
、
準
備
的
な
措
置
は
な
ん
ら
と
り
え
な
い
状
況
だ
っ
た
。
人
質
事
件
は
当

局
に
と
っ
て
は
、
青
天
の
露
橙
で
あ
っ
た
の
で
、
突
入
に
関
す
る
軍
事
上
の
準
備
は
き
わ
め
て
迅
速
に
か
つ
完
全
な
秘
密
の
下
で
な
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、

当
局
は
、
事
件
の
起
こ
っ
た
劇
場
内
部
の
状
況
に
対
し
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
及
ほ
し
て
い
な
か

っ
た
。

以
上
の
よ
う
な
事
態
に
直
面
し
た
当
局
は
、
困
難
で
悩
ま
し
い
決
定
を
下
さ
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
。

よ
っ
て
、
当
局
に
は
、
少
な
く
と
も

事
態
の
軍
事
的

・
技
術
的
側
面
に
関
す
る
か
ぎ
り
で
、
評
価
の
余
地

(
m
a
r
g
m
of a
p
p
r
e
c
1
a
t
1
0
n
)

が
与
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
た
と

(36
)
 

え
今
に
な
っ
て
み
れ
ば

(
w
i
t
h
h
i
n
d
s
i
g
h
t
)
、
当
局
に
よ
る
当
時
の
判
断
の
幾
つ
か
が
疑
問
の
残
る
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
」
と
判
示

(37
)
 

し
た
こ
と
の
延
長
線
上
に
タ
ガ
エ
バ
事
件
判
決
は
位
置
す
る
と
み
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
て
、

タ
ガ
エ
バ
事
件
判
決
に
お
い
て
は
、
評
価
の
余
地
と
い
う
表
現
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
同
判
決
か
ら
は
国
家
安

(38
)
 

全
保
障
に
関
わ
る
方
法
の
選
択
お
よ
び
手
段
の
選
択
に
際
し
て
、
国
家
に
一
定
の
裁
量
が
付
与
さ
れ
る
こ
と
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
裁
判

一
方
で
多
種
多
様
な
形
態
を
と
り
う
る
テ

ロ
リ
ズ
ム
の
事
例
に
対
処
す
る
国
家
の
側
に
一
定
の
裁
量

を
与
え
る
も
の
と
い
え
よ
う
が
、
他
方
で
用
い
ら
れ
た
力
の
行
使
が
厳
格
な
均
衡
性
を
充
足
し
て
い
た
か
ど
う
か
、
裁
判
所
が
厳
格
に
精

査
す
る
こ
と
が
免
除
さ
れ
う
る
場
合
も
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
タ
ガ
エ
バ
事
件
判
決
で
裁
判
所
は
、
「
通
常
‘
[
人
質
の
ー
補
足
箪
者
]
救
出
作
戦
の
立
案
と
実
施
に
は
厳
格
な
審
査
が

(39
)
 

伴
う
」
と
判
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
学
校
施
設
へ
の
突
入
後
の
救
出
・
救
護
の
場
面
に
お
け
る
絶
対
的
必
要
性
の
テ
ス
ト
の
適
用
を
義
務

づ
け
て
い
る
。
そ
の
際
、

①
作
戦
へ
の
準
備
可
能
性
の
是
非
、

②
一

般
的
な
緊
急
事
態
計
画
へ
の
依
拠
可
能
性
の
是
非
、

③
救
出

・
救
護

努
力
の
大
半
が
傾
注
さ
れ
る
建
物
の
外
部
で
は
事
態
に
対
す
る
当
局
の
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
の
度
合
い
が
よ
り
高
い
こ
と
、

④
危
険
が
よ
り
予

見
可
能
で
あ
れ
ば
、
そ
の
分
、
そ
れ
か
ら
保
護
す
べ
き
義
務
も
ま
た
よ
り
高
く
な
る
こ
と
を
考
慮
す
べ
き
諸
要
素
と
し
て
列
挙
し
て
い
る
。
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一
定
の
条
件
の
下
で
は
他
者
に
よ
る
犯
罪
行
為
か
ら
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
個
人
を
保
護
す
る
た
め
の
予
防
的
措
置
の
実

施
と
い
う
意
味
に
お
け
る
積
極
的
義
務
が
第
2
条
第
1
項

（第
1
文
）
に
含
意
さ
れ
る
と
判
示
し
て
き
て
い
る
。
タ
ガ
エ
バ
事
件
判
決
も

(42
)
 

そ
う
し
た
従
前
の
諸
判
決
に
沿
う
形
で
、
同
様
な
義
務
を
承
認
す
る
。
こ
の
よ
う
な
義
務
は
第
2
条
に
お
い
て
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
も

の
の
、
裁
判
所
の
「
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
発
展
的
な
解
釈
」
に
よ
り
承
認
さ
れ
て
い
る
と
評
さ
れ
て
い
る
。

点
で
措
置
を
実
施
す
る
こ
と
を
も
っ
て
、
当
該
危
険
に
対
処
す
る
こ
と
ま
で
も
求
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
の
が
、
裁
判
所

(44
)
 

の
解
釈
で
は
あ
る
。

の
違
反
は
、
実
際
の
か
つ
急
迫
し
た
生
命
に
対
す
る
危
険
の
存
在
を
、
当
該
時
点
に
お
い
て
国
家
の
側
に
お
い
て
知
っ
て
い
る
か
、
あ
る

い
は
ま
た
知
っ
て
い
る
べ
き
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
合
理
的
に
判
断
し
て
、
当
該
危
険
を
回
避
す
る
た
め
に
期
待
さ
れ
る
措
置
を

(46
)
 

自
ら
の
権
限
内
に
お
い
て
と
る
こ
と
を
怠

っ
た
こ
と
に
よ
り
発
生
す
る
。

の
か
つ
急
迫
し
た
生
命
に
対
す
る
危
険
の
存
在
の
了
知
に
加
え
て
、
当
局
に
よ
る
「
当
該
事
態
に
対
す
る

一
定
の
コ
ン

ト
ロ
ー

ル

c
e
r
t
a
i
n
 d
e
g
r
e
e
 of c
o
n
t
r
o
l
 o
v
e
r
 t
h
e
 situation
)
」
た
d

埠
些
ホ
ー
し
て
い
る
。
こ
の
占
＂
に
つ
い
て
、
あ
る
研
究
者
は
、
オ
ス
マ
ン
事
件
判
決
の

(48
)
 

法
理
に
フ
ィ
ノ
ゲ
ノ
フ
事
件
判
決
は
「
修
正
を
加
え
た

(m
o
d
ifi
e
d
)
」
と
評
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
問
題
と
な

っ
て
い

る
事
態
に
対
し
て
当
局
が
及
ほ
し
て
い
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
程
度
が
積
極
的
義
務
違
反
認
定
の
要
諦
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

2
 

(a 

も
っ
と
も
、
生
命
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
と
い
う
す
べ
て
の
主
張
に
つ
い
て
、

当
局
に
は
、
そ
の
危
険
が
現
実
化
す
る
以
前
の
時

(45
)
 

な
お
、
タ
ガ
エ
バ
事
件
判
決
に
よ
る
と
、
こ
の
よ
う
な
義
務
、
す
な
わ
ち
、
「
私
人
の
犯
罪
行
為
か
ら
生
命
権
を
保
護
す
る
積
極
的
義
務
」

と
こ
ろ
で
、

裁
判
所
は
、

フ
ィ
ノ
ゲ
ノ
フ
事
件
判
決
に
お
い
て
裁
判
所
は
、
予
防
的
措
置
を
実
行
す
る
義
務
の
説
明
に
際
し
て
、
当
局
に
よ
る
実
際

丁
口
攻
撃
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
積
極
的
な
義
務



(586) 神奈川法学第51巻第3号 2019年 134 

3

作
戦
の
立
案
と
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
に
対
す
る
条
約
上
の
要
請

る
。 こ

の
点
に
つ
い
て
、

(50
)
 

タ
ガ
エ
バ
事
件
判
決
を
ど
う
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。
確
か
に
、
同
判
決
の
先
に
み
た
部
分
に
お
い
て
は
、

(51
)
 

ト
ロ
ー
ル
と
い
う
用
語
は
み
ら
れ
な
い
。
も
っ
と
も
、
第
一
に
、
絶
対
的
必
要
性
基
準
の
可
変
性
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
部
分
に
加
え
て
、

第
二
に
、
当
局
の
積
極
的
義
務
違
反
を
ま
さ
し
く
認
定
し
た
部
分
に
お
い
て
、
「
事
態
に
対
し
て
十
分
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
及
ぼ
し
て

い
た
」
こ
と
が
言
及
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
が
、
か
か
る
認
定
の
不
可
欠
な
前
提
と
な

っ
た
と
解
釈
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
で
あ

る
と
す
れ
ば
、
本
判
決
に
お
い
て
も
、

さ
ら
に
、

タ
ガ
エ
バ
事
件
判
決
は
、
こ
の
よ
う
な
積
極
的
義
務
に
よ
り
保
護
さ
れ
る
対
象
に
は
、
犯
罪
の
被
害
の
対
象
と
な
る
、
事
前

(53
)
 

に
特
定
可
能
な
一
個
人
ま
た
は
複
数
の
個
人
に
か
ぎ
ら
ず
、
社
会
に
対
す
る

一
般
的
な
保
護
も
含
ま
れ
う
る
と
判
示
し
て
い
る
が
、
こ
の

こ
と
を
ふ
ま
え
る
と
、
不
特
定
多
数
の
人
々
が
タ
ー
ゲ

ッ
ト
と
な
る
よ
う
な
テ
ロ
攻
撃
の
予
防
も
ま
た
、

(54) 

務
の
範
疇
に
な
っ
て
い
る
と
解
釈
で
き
よ
う
。

使
用
さ
れ
た
力
が
第
2
条
に
合
致
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
こ
の
点
の
判
断
に
際
し
て
は
問
題
と
さ
れ
る
法
執
行
活
動
が
、
致
死
的
な
力

の
行
使
ま
た
は
付
随
的
な
人
命
の
損
失
を
可
能
な
か
ぎ
り
で
最
小
化
す
る
よ
う
に
立
案
さ
れ
、
そ
し
て
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
さ
れ
て
い
た
か
ど

(55
)
 

う
か
、
こ
の
点
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
検
討
に
際
し
て
裁
判
所
に
は
当
該
事
態
が
発
生
し
た
文
脈
お
よ

(56
)
 

び
当
該
事
態
の
展
開
過
程
を
注
視
す
る
こ
と
が
と
く
に
要
請
さ
れ
る
。

(49
)
 

ろ
う
。

フ
ィ
ノ
ゲ
ノ
フ
事
件
判
決
の
法
理
が
踏
襲
さ
れ
て
い
る
と
い

っ
て
差
し
支
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

一
定
の
条
件
の
下
で
積
極
的
義

コ
ン
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の
諸
点
に
つ
い
て
検
討
が
な
さ
れ
た
と
い
え
る
。

4
 タ

ガ
エ
バ
事
件
判
決
も
、
「
第
2
条
が
与
え
る
保
護
の
重
要
さ
を
ふ
ま
え
る
と
、
国
家
機
関
の
行
為
の
み
な
ら
ず
、
事
件
を
と
り
ま
く
状

(57
)
 

況
を
勘
案
し
つ
つ
、
生
命
剥
奪
を
最
大
限
に
注
意
し
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。
「
と
く
に
、
致
死
的
な
力
の
行
使
へ
の
依
拠
を
可

一
切
の
人
命
へ
の
危
険
の
最
小
化
を
確
保
す
る
べ
く
、
適
切
な
注
意
を
払
う
義
務
を
負
っ
て
い
る
。
さ
ら

(59
)
 

に
、
当
局
の
行
動
の
選
択
に
誤
り
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
裁
判
所
は
検
討
せ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
指
摘
し
た
上
で
、
対
策
本
部

(
O
H
)

を
め
ぐ
る
複
数
の
重
大
な
瑕
疵
の
問
題
と
し
て
作
戦
の
立
案
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
側
面
が
審
理
さ
れ
、
評
価
さ
れ
た
。

過
度
の
力
の
行
使

条
約
第
2
条
は
生
命
権
の
保
護
の
限
定
的
な
例
外
に
つ
い
て
明
記
す
る
が
、
所
与
の
致
死
的
な
力
の
行
使
が
同
条
の
許
容
す
る
範
囲
内

に
あ
る
と
認
定
さ
れ
る
た
め
に
は
、
か
か
る
力
の
行
使
が
絶
対
的
に
必
要
だ
っ
た
と
い
え
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
換
言
す
れ

(60
)
 

ば
、
明
記
さ
れ
る
目
的
の
実
現
の
た
め
に
、
厳
格
に
均
衡
し
た
力
の
行
使
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
、

タ
ガ
エ
バ
事
件
に
つ
い
て
い
う
な
ら
ば
、
当
局
そ
れ
自
体
、
火
炎
放
射
器
等
の
テ
ロ
リ
ス
ト
と
人
質
を
区
別
で
き
な
い
火
器

の
使
用
を
否
定
し
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
申
立
人
と
当
局
の
間
で
争
い
の
あ
っ
た
、

m致
死
的
な
力
の
行
使
と
人
質
の
死
傷
と
の
因
果

関
係
、
図
致
死
的
な
力
の
行
使
に
か
か
る
法
的
枠
組
み
の
妥
当
性
、
③
致
死
的
な
力
の
行
使
の
「
絶
対
的
必
要
性
」
の
テ
ス
ト
の
充
足
性
、

能
な
か
ぎ
り
最
小
化
す
る

(58
)
 

れ
ば
な
ら
な
い
」
。
「当
局
は
、
(mm1m1ze
)
 
べ
く
、
当
局
が
作
戦
行
動
を
立
案
し
、

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
加
え
た
か
ど
う
か
が
検
討
さ
れ
な
け
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も
っ
と
も
、
裁
判
所
は
、
第
三
者
に
よ
る
違
法
な
暴
力
に
よ
り
、
そ
の
生
命
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
者
の
保
護
を
第
一
義
的
な
目

的
と
す
る
作
戦
が
適
法
で
あ
る
た
め
に
は
、
致
死
的
な
力
の
行
使
を
規
律
す
る
の
は
依
然
と
し
て
第

2
条
の
意
味
に
お
け
る
絶
対
的
必
要

性
と
い
う
厳
格
な
基
準
で
あ
り
、
こ
の
点
を
ふ
ま
え
る
と
、
国
内
法
規
定
も
か
か
る
基
準
に
則
り
、
不
必
要
な
被
害
の
危
険
を
減
ず
る
義

務
お
よ
び
不
当
な
結
果
を
も
た
ら
す
武
器
・
弾
薬
の
使
用
の
排
除
に
関
す
る
義
務
等
を
含
む
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
指
摘
し
た

(64
)
 

上
で
、
関
連
国
内
法
で
あ
る
テ
ロ
行
為
処
罰
法
の
不
十
分
さ
（
①
使
用
可
能
な
武
器
・
弾
薬
の
種
類
の
記
載
の
欠
如
、
②
そ
れ
ら
の
選
択

裁
判
所
の
審
査
基
準
の
緩
和
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

致
死
的
な
力
の
行
使
に
か
か
る
法
的
枠
組
み
の
妥
当
性

定
す
る
結
論
を
下
し
て
い
る
。

致
死
的
な
力
の
行
使
と
人
質
の
死
傷
と
の
因
果
関
係

裁
判
所
は
こ
の
点
に
つ
い
て
、
無
差
別
的
な
効
果
を
持
つ
火
器
の
使
用
は
生
存
者
の
救
出
後
に
お
い
て
な
の
で
あ
っ
て
、
治
安
部
隊
の

火
器
使
用
に
よ
っ
て
人
質
に
影
響
は
生
じ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
の
当
局
の
主
張
は
信
用
で
き
な
い
と
し
、
国
家
機
関
に
よ
っ
て
か
か
る

よ
う
な
火
器
が
、

テ
ロ
リ
ス
ト
と
人
質
が
混
在
し
て
い
る
際
に
学
校
施
設
に
対
し
て
使
用
さ
れ
た
と
い
っ
て
差
し
支
え
な
く
、
し
た
が
っ

(61
)
 

て
、
人
質
へ
の
危
険
性
の
回
避
ま
た
は
最
小
化
の
確
保
は
不
可
能
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
と
指
摘
し
た
上
で
、
了
知
さ
れ
て
い
る
事

(62
)
 

実
に
よ
れ
ば
、
国
家
機
関
に
よ
る
致
死
的
な
力
の
行
使
が
、
人
質
の
死
亡
の
一
囚
と
な
っ
た
と
判
示
し
、
両
者
に
お
け
る
因
果
関
係
を
肯

2
 

ヽ

裁
判
所
は
こ
の
点
に
つ
い
て
、

ロ
シ
ア
の
テ
ロ
行
為
処
罰
法
を
審
理
の
対
象
と
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
裁
判
所
は
、
大
規
模
な
テ
ロ
掃

討
作
戦
が
通
常
の
警
察
作
戦
と
は
異
な
る
「
特
別
に
あ
つ
ら
え
た
」
対
応
が
必
要
な
危
機
に
該
当
し
、
そ
れ
ゆ
え
、
当
該
状
況
に
応
じ
た

(63
)
 

解
決
策
に
依
拠
す
る
こ
と
が
可
能
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
指
摘
す
る
こ
と
に
よ
り
、
大
規
模
な
テ
ロ
掃
討
作
戦
そ
の
も
の
に
つ
い
て
、

(1) 
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と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

と
総
括
し
て
い
る
。

に
関
す
る
規
則
・
制
限
の
欠
如
、

③
不
必
要
な
被
害
の
危
険
を
減
ず
る
義
務
お
よ
び
不
当
な
結
果
を
も
た
ら
す
武
器
・
弾
薬
の
使
用
の
排

(65
)
 

除
に
関
す
る
義
務
の
欠
如
な
ら
び
に
対
テ
ロ
作
戦
で
の
国
家
機
関
の
違
法
行
為
に
対
す
る
ほ
ぼ
完
全
な
免
責
の
存
在
）
を
指
摘
し
、
当
局
(66
)
 

の
構
築
を
怠
っ
た
」

が
「
恣
意
的
な
力
の
行
使
お
よ
び
そ
の
濫
用
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
回
避
す
る
体
系

(
f
r
a
m
e
w
o
r
k
of a
 sy
s
t
e
m
)
 

3
 

9

9
 

既
述
の
よ
う
に
、

致
死
的
な
力
の
行
使
の
「
絶
対
的
必
要
性
」
の
テ
ス
ト
の
充
足
性

タ
ガ
エ
バ
事
件
で
は
事
件
発
生
か
ら

2
日
以
上
が
経
過
し
た

9
月
3
日
午
後

1
時
過
ぎ
、
体
育
館
で
発
生
し
た
爆
発

お
よ
び
こ
の
爆
発
の
た
め
に
生
じ
た
穴
か
ら
の
脱
出
を
試
み
た
人
質
に
対
す
る
テ
ロ
リ
ス
ト
に
よ
る
銃
撃
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
に

(67
)
 

建
物
内
へ
の
突
入
が
命
じ
ら
れ
た
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
こ
の
時
点
を
起
点
に
国
家
機
関
に
よ
る
致
死
的
な
力
の
行
使
が
開
始
さ
れ
た

ま
ず
、
こ
の
よ
う
な
突
入
行
為
の
第

2
条
と
の
整
合
性
に
つ
い
て
裁
判
所
は
、

「体
育
館
で
の
最
初
の
爆
発
の
後
、
逃
げ
惑
う
人
質
に
向

け
、
テ
ロ
リ
ス
ト
が
銃
撃
を
始
め
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
多
く
の
人
命
が
失
わ
れ
る
危
険
が
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え

に
、
力
の
行
使
以
外
の
選
択
肢
は
当
局
に
は
残
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
。
か
く
し
て
、
力
の
行
使
へ
の
依
拠
と
い
う
判
断
は
、
か
か
る
状
況

(68
)
 

の
下
で
許
容
さ
れ
る
も
の
と
考
え
る
」
と
結
論
づ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
突
入
時
の
致
死
的
な
力
の
行
使
の

の
下
で
、
第

2
条

2
項

(
a
)

判
断
の
正
当
性
を
承
認
し
て
い
る
。
こ
の
判
断
の
前
提
に
は
、
「
多
く
の
人
命
が
失
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
、
現
実
の
か
つ
深
刻
な
そ
し
て
急
迫

し
た
危
機
が
生
じ
た
。
こ
う
し
て
、
当
局
に
は
交
渉
を
終
わ
ら
せ
、
か
か
る
状
況
下
、
強
制
的
な
介
入
が
よ
り
ま
し
な
害
悪

(lesser
e
v
il) 

(69
)
 

で
あ
る
と
信
ず
る
に
足
る
十
分
な
根
拠
が
あ

っ
た
」
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

も
っ
と
も
、
突
入
そ
れ
自
体
が
第

2
条
の
下
で
適
法
と
み
な
さ
れ
え
た
に
し
て
も
、
そ
れ
に
よ

っ
て
、
そ
の
後
の

一
切
の
活
動
が
法
的
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に
許
容
さ
れ
う
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
裁
判
所
は
そ
こ
で
、
「
致
死
的
な
力
は
、
テ
ロ
リ
ス
ト
と
人
質
を
区
別
せ
ず
、
無
差
別
的

(70
)
 

に
行
使
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、

『国
家
機
関
に
よ
る
致
死
的
な
力
の
行
使
を
伴
う
作
戦
に
不
可
欠
な
注
意
基
準
と
両
立
で
き
な
い
』
」
と

こ
の
点
に
関
し
て
、
裁
判
所
は
、
市
民
に
対
す
る
危
険
の
最
小
化
と
い
う
点
に
お
い
て
、
作
戦
に
か
か
る
当
局
の
立
案
と
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
に
生
じ
た
不
備

（す
な
わ
ち
、
対
策
本
部

(O
H
)
は
責
任
体
系
を
明
確
に
せ
ず
、
か
つ
、
作
戦
上
の
最
重
要
の
事
項
（
突
入
お
よ
び

救
出
の
計
画
等
）
に
つ
い
て
の
調
整
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
）
お
よ
び
国
際
基
準
を
充
足
し
て
い
な
い
法
的
な
枠
組
み
と
い
う
不
備

（
す
な
わ
ち
、
不
必
要
な
被
害
の
危
険
を
減
ず
る
義
務
お
よ
び
不
当
な
結
果
を
も
た
ら
す
武
器

・
弾
薬
の
使
用
の
排
除
に
関
す
る
義
務
等
の

欠
如
）
が
生
じ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
繰
り
返
し
指
摘
し
、
以
上
の
よ
う
な
諸
要
因
の
た
め
、
使
用
す
べ
き
武
器
の
種
類
の
決
定
お
よ
び

当
該
武
器
の
使
用
に
か
か
る
制
約
・
条
件
の
判
断
と
い
っ
た
事
項
が
突
入
作
戦
を
担
う
現
場
の
指
揮
官
た
ち
に
委
ね
ら
れ
る
と
い
う
事
態

(71
)
 

が
現
出
し
た
と
認
定
し
て
い
る
。

(72
)
 

一
方
で
、

「
学
校

へ
の
突
入
の
原
因
と
な

っ
た
事
態
が
例
外
的
」
で
あ
る
こ
と
を
認
め
つ
つ

も
、
他
方
で
、
本
件
の
作
戦
の
主
眼
は
人
命
の
保
護
お
よ
び
法
と
秩
序
の
再
構
築
に
あ
り
、
そ
の
意
味
で
指
揮
官
た
ち
は
、

テ
ロ
リ
ス
ト

が
醸
成
す
る
危
険
は
別
と
し
て
、

数
百
名
の
子
供
た
ち
を
含
む

1
0
0
0
人
余
り
の
人
質
の
生
命
も
顧
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
よ

う
な
事
態
の
下
で
無
差
別
的
な
効
果
を
持

つ
火
器
を
使
用
す
る
こ
と
の
深
刻
な
危
険
性
は
そ
の
使
用
の
判
断
を
担
う
者
で
あ
れ
ば
、
誰
に

で
も
明
白
な
は
ず
で
あ
っ
た
、
と
指
摘
し
、
も
し
も
か
か
る
よ
う
な
火
器
の
使
用
が
避
け
ら
れ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
人
質
へ
の
危
険
を
最

(73
)
 

小
化
す
る
た
め
、
す
べ
て
の
段
階
で
厳
格
な
監
視
と

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
断
じ
、
結
論
と
し
て
、
こ
の
種
の
火

器
の
大
規
模
な
使
用
は
、
不
法
な
暴
力
か
ら
の
人
命
の
保
護
と
い
う
作
戦
上
の
目
的
と
真
正
面
か
ら
対
立
し
、
そ
れ
は
国
家
機
関
に
よ
る

致
死
的
な
力
の
行
使
を
伴
う
作
戦
に
不
可
欠
な
注
意
基
準
に
合
致
し
え
ず
、
当
時
の
状
況
で
は
絶
対
的
に
必
要
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
で

）
の
よ
う
に
指
摘
し
た
上
で
、
裁
判
所
は

の
申
立
人
の
主
張
の
検
討
に
移
る
。
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と
い
え
る
。

る
と
こ
ろ
は

IV

結
び
に
か
え
て

き
ず
、
か
く
し
て
、
国
家
機
関
に
よ
る
致
死
的
な
力
の
大
規
模
な
行
使
を
理
由
と
し
て
第

2
条
の
違
反
が
生
じ
た
の
で
あ
る
と
判
示
し
て

(74
)
 

い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
致
死
的
な
力
の
行
使
に
つ
い
て
、
申
立
人
の
主
張
に
沿
う
形
で
、
裁
判
所
は
当
局
の
違
反
を
認
定
し
た
と
い
え
る
。

生
命
に
対
す
る
付
随
的
な
危
険
性
を
帯
同
す
る
よ
う
な
、
保
護
さ
れ
る
べ
き
個
人
と
テ
ロ
リ
ス
ト
を
区
別
で
き
な
い
よ
う
な
武
器
の
使
用

は
、
タ
ガ
エ
バ
事
件
の
よ
う
な
事
案
に
お
い
て
も
絶
対
的
必
要
性
の
テ
ス
ト
を
ク
リ
ア
ー
で
き
な
い
こ
と
を
本
判
決
は
示
唆
し
て
い
る
と

(75
)
 

い
え
よ
う
。

国
家
が
法
執
行
に
際
し
て
致
死
的
な
力
を
行
使
す
る
際
の
合
法
性
を
測
る
国
際
法
上
の
基
準
た
る
絶
対
的
必
要
性
の
テ
ス
ト
の
意
図
す

マ
ッ
カ
ン
事
件
判
決
に
お
い
て
裁
判
所
に
よ

っ
て
詳
細
に
示
さ
れ
、
そ
れ
は
、
タ
ガ
エ
バ
事
件
判
決
を
含
む
、
関
連
事
案

(76
)

（

77
)
 

に
お
い
て
繰
り
返
し
参
照
さ
れ
て
き
て
い
る
。
も

っ
と
も
、
タ
ガ
エ
バ
事
件
判
決
は
、
フ

ィ
ノ
ゲ
ノ
フ
事
件
判
決
の
法
理
を
踏
襲
し
、
か

か
る
審
査
基
準
が
一
定
の
条
件
の
下
で
緩
和
さ
れ
て
適
用
さ
れ
う
る
場
合
も
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
の
―
つ
が
あ
る

こ
の
点
に
つ
い
て
付
言
す
る
な
ら
ば
、

タ
ガ
エ
バ
事
件
判
決
は
生
命
の
保
護
が
至
高
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
上
で
、
第

2
条
が
想
定
す

る
標
準
的
な
法
執
行
場
面
に
お
い
て
生
ず
る
諸
義
務
を
適
用
し
つ
つ
も
、
大
規
模
・
組
織
的
な
テ
ロ
攻
撃
に
対
す
る
行
動
に
固
有
の
判
断

(78
)
 

の
困
難
さ
を
承
認
す
る
も
の
と
い

っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
も

っ
と
も
、
既
述
の
よ
う
に
、
場
面
に
応
じ
て
審
査
基
準
の
変
動
が
生
じ
る
こ
と

に
よ
る
人
権
保
護
義
務
の
一
貰
性
お
よ
び
そ
の
安
定
性
に
対
す
る
懸
念
は
、
容
易
に
は
払
拭
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
は

(79
)
 

あ
る
。
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注 な
お
、

タ
ガ
エ
バ
事
件
判
決
は
、
第

2
条
の
含
意
す
る
積
極
的
義
務
の
射
程
を
、
社
会
に
対
す
る
一
般
的
な
保
護
と
広
く
解
釈
し
て
い

る
が
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
一
方
で
国
家
に
と
っ
て
は
、
そ
の
分
、
同
義
務
の
履
行
の
対
象
範
囲
が
拡
大
し
た
と
い
え
よ
う
が
、
他
方
で
、

ソ
フ
ト

・
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
み
な
さ
れ
う
る
公
衆
一
般
に
対
す
る
テ
ロ
攻
撃
が
一
層
増
大
し
て
い
る
今
日
の
状
況
を
ふ
ま
え
る
な
ら
ば
、
こ

の
こ
と
が
、
か
か
る
よ
う
な
テ
ロ
攻
撃
の
未
然
の
防
止
に
一
定
の
貢
献
が
な
さ
れ
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
よ
う
。

付
記

―
[
筆
者
は
、
山
崎
公
士
先
生
よ
り
、
多
大
な
学
恩
を
た
ま
わ
り
ま
し
た
。
本
稿
を
山
崎
先
生
の
ご
退
職
記
念
に
捧
げ
ま
す
。

付
記
二

正
脱
稿

(
2
0
1
9年
2
月

13
日
）
後、

G
ala
n
i,
S
., 

"T
e
r
r
o
r
i
s
t
 H
o
s
t
a
ge
,t
a
k
i
n
g
 a
n
d
 H
u
m
a
n
 Ri
g
h
t
s
:
 P
r
o
t
e
c
t
i
n
g
 V
ic
t
i
m
s
 of T
e
r
r
o
n
s
m
 u
n
d
e
r
 

th
e
 Eu
r
o
p
e
a
n
 Co
n
v
e
n
t
i
o
n
 o
n
 H
u
m
a
n
 R
ig
h
t
s
", 
H
u
m
a
n
 R
i
g
h
ts
 L
a
w
 R
evie
翌
V
o
lu
m
e
1
9
,
 
Is
s
u
e
 1
 (F
e
b
r
u
a
r
y
`
2
0
1
9
)
,
 
p
a
g
e
s
 1
4
9ー

1
7
1
(
{
(
:
た

し
、
同
論
文
の

^
^
A
d
v
a
n
c
e
A
c
c
e
s
s
 Publication
")
に
接
し
え
た
。

(l
)
語
源
的
に
分
析
す
れ
ば
、
テ
ロ
リ
ズ
ム

(t
e
r
r
o
n
s
m
)
と
い
う
用
語
は
ゴ
ば
r
r
o
r
"
と
い
う
用
語
と
密
接
に
関
連
し
て
お
り
、
一
般
的
に
、
こ
の
：
te
r
r
o
r
"

は
極
度
の
恐
怖
を
含
意
し
て
い
る
と
説
明
さ
れ
る
（
清
水
隆
雄
「
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
定
義
ー
国
際
犯
罪
化
へ
の
試
み
ー
」
「
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
』
（
国
立
国
会
図
書

館
調
査
及
び
立
法
考
査
局
）
第
55
巻

10
号

(2
0
0
5
年

10
月
）
39
頁
。
G
u
ill
a
u
m
e
,
G
., 
"T
e
r
r
o
r
is
m
 a
n
d
 In
t
e
r
n
a
ti
o
nal 
L
a
w
", 
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 &
 

C
o
m
p
a
r
a
t
i
v
e
 L
a
w
 Q
思
rte
rly
,V
o
l. 
5
3
,
 Iss
u
e
 3 
(J
ul
y
,
 
2
0
0
4
)
,
 
p
.
 
5
3
7
.
)
。

索
k

四
穴

T
h
e
A
f
e
u
M
、ebster
's
C
o
m
p
r
e
h
e
n
sive D
ictionary o
f
 the E
n
g
l
i
s
h
 

L
ミ
淀
嘉
e
を
み
る
と
、

"t
e
r
r
o
r
"
は

"g
r
e
a
t
fear
"
で
あ
る
と
の
記
述
を
み
い
だ
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る

(̂̂
terror
",
C
a
y
n
e
`
B
.
,
 
S
.
 a
n
d
 B
o
la
n
d
e
r
,
 D.`

 

0
., 
et al
.̀
T
h
e
 Ni筵
W
e
b
s
t
e
r
's
C
o
m
p
r
e
h
e
n
s
i
v
e
 Dictio
n
a
r
y
 o
f
 the E
n
g
l
i
s
h
 L
a
n
g
u
a
g
e
 
(
A
m
e
r
i
c
a
n
 I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 Pr
e
s
s
,
 19
9
1
)
,
 
p
.
 10
2
1.)
。
な

お
、
従
前
、

"terror
"
と
い
う
用
語
に
は
、
未
知
の
、
あ
ら
か
じ
め
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
な
漠
然
と
し
た
脅
威
を
指
し
示
す
と
い
う
含
意
も
あ
り
、

し
た
が

っ
て、

"t
e
r
r
o
r
"
の
対
象
と
な
る
も
の
は
、
人
為
的
な
も
の
に
か
ぎ
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
の
た
め
、

18
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
革
命
以
前
ま
で
の

tば

te
r
r
o
r
'`
に
は
、
火
山
の
爆
発
や
地
霙
等
の
、
い
つ
起
る
か
分
か
ら
な
い
自
然
現
象
も
そ
の
範
疇
に
含
ま
れ
て
い
た
と
さ
れ
る

（清
水
、
同
上
。
Guil,

l
a
u
m
e
,
 ibid.
)
。

(
2
)
2
0
0
1
年

10
月

7
日、

米
国
は
国
際
連
合
の
安
全
保
障
理
事
会
宛
て
の
書
簡
を
発
出
し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は

9
.
1
1
テ
ロ
事
件
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
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武
力
攻
撃
に
該
当
す
る
と
し
、
そ
れ
に
対
し
て
国
連
憲
章
第
51
条
に
規
定
さ
れ
た
固
有
の
個
別
的
お
よ
び
集
団
的
自
衛
権
を
行
使
す
る
に
至
っ
た
と
し
て

い
る
。
L
e
t
t
e
r
d
a
t
e
d
 7
 O
c
t
o
b
e
r
 2
0
0
1
 f
r
o
m
 t
h
e
 P
e
r
m
a
n
e
n
t
 R
e
p
r
e
s
e
n
t
a
t
i
v
e
 o
f
 t
h
e
 U
n
it
e
d
 S
t
a
t
e
s
 o
f
 A
m
e
r
ic
a
 t
o
 
t
h
e
 U
nit
e
d
 N
a
t
i
o
n
s
 

a
d
d
r
e
s
s
e
d
 t
o
 t
h
e
 P
r
e
s
i
d
e
n
t
 o
f
 t
h
e
 S
e
c
u
r
i
t
y
 C
o
u
n
c
i
l
.
 
U. N
.
 Do
c
.
 S¥
2
0
0
1
¥
9
4
6
 
(O
c
t
o
b
e
r
 7
,
 20
0
1
)
.
 

(3
)
こ
の
種
の
事
例
と
し
て
は
、
第
1
次
世
界
大
戦
の
契
機
と
な
っ
た
1

9

1
4

年
6

月

28
日
に
発
生
し
た
サ
ラ
エ
ボ
で
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
皇
太
子
の
暗
殺
事

件

（サ
ラ
エ
ボ
事
件
）
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
4
)

9
.
1
1
テ
ロ
事
件
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、
日
本
国
外
務
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

(h
t
t
p
s:/＼
w
w
w
.m
o
f
a
.
g
o
.j
p
¥
m
o
f
a
j
¥
g
a
i
k
o
¥
bl
u
e
b
o
o
k
¥
2
0
0
2
¥
gai,

K
O
U
¥
h
t
m
l
¥
h
o
n
p
e
n¥
c
h
a
p
0
1
_
0
2
_
0
1
.
h
t
m
l
)
 ~
~
\
昭
℃
さ
ゎ
い
が

3
い
（
が5
4
~、
六
↑
芦
向
L←
4
~
iり
ス
}
々
臼
1

ン
タ

ー

、
不
ッ
ト_
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
昴
取
終
参
之
照
日
は2
0

1

9
年
2
月
13
日
で
あ
る
）
。

(5
)
北
オ
セ
チ
ア
共
和
国
（
な
お
、

1

9

9

6
年、

北
オ
セ
チ
ア

・
ア
ラ
ニ
ア
共
和
国
に
改
称
し
て
い
る
）
は
北
カ
フ
カ
ス
連
邦
管
区
に
帰
属
す
る
連
邦
構
成

主
体
の
1
つ
で
あ
り
、
同
様
に
、
同
管
区
に
帰
属
し
て
い
る
、
イ
ン
グ
ー
シ
共
和
国
お
よ
び
チ
ェ
チ
ェ
ン
共
和
国
と
そ
の
境
を
接
し
て
い
る
。

(
6
)

T
a
g
a
y
e
苫
g

d

O
t
h
e
r
s
 v
.
 F.ゞ
{ssia

(
A
p
p
li
c
a
ti
o
n
 N
o
s
.
 26
5
6
2
¥
0
7
,
 14
7
5
5
¥
0
8
,
 49
3
3
9
¥
0
8
,
 49
3
8
0
¥
0
8
,
 51
3
1
3
¥
0
8
,
 212
9
4
¥
1
1
 
a
n
d
 3
7
0
9
6
¥
l
l
)
 

[herei7蕊
fter
T
a
g
a
y
e
蕊
J
u
d
g
e
m
e
n
t
l
 A
pril 
1
3
,
 20
1
7

タ
ガ
エ
バ
事
件
判
決
を
含
め
、
裁
判
所
の
判
決
に
つ
い
て
は
、
裁
判
所
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト

(H
u

D
O
C
)
よ
り
人
手
可
能
で
あ
る
。
な
お
、
タ
ガ
エ
バ
事
件
は
、

一
般
的
に
は
「
ベ
ス
ラ
ン
学
校
占
拠
事
件
」
と
呼
称
さ
れ
る
。

(7
)
文
末
尾
の
カ
ッ
コ
内
の
数
字
は
タ
ガ
エ
バ
事
件
判
決
文
の

「
パ
ラ
グ
ラ
フ
」
番
号
を
示
す
。
ま
た
、
判
決
文
で
は
、
従
前
の
諸
判
例
も
参
照
さ
れ
て
い
る

が
、
本
稿
で
は
記
載
し
て
い
な
い
。

(8
)
学
校
に
隣
接
し
て
啓
察
署
が
あ

っ
た
。
T
a
g
a
y
e
va
J
u
d
g
e
m
e
n
t, 
s
u
p
r
a
 n
o
t
e
 6
,
 pa
r
a
.
 21. 

(
9
)

チ
ェ
チ
ェ
ン
か
ら
の

ロ
シ
ア
連
邦
軍
の
撤
退
お
よ
び
連
邦
か
ら
の
独
立
の
承
認
と
い
う
要
求
で
あ
っ

た
。
I
b
i
d•• 

p
a
r
a
.
 
4
9
 

(10
)
タ
ガ
エ
バ
事
件
に
お
い
て
テ
ロ
リ
ス
ト
と
対
峙
し
た
国
家
機
関
は
、

啓
察
、
内
務
省
帰
属
の
国
内
軍
、
国
防
省
帰
属
の
陸
軍
、
連
邦
保
安
庁

(F
e
d
eral

S
e
c
u
r
i
t
y
 S
e
r
v
i
c
e: F
S
B
)

帰
属
の
部
隊
員
と
多
岐
に
渡
る
た
め
、
裁
判
所
は
、
こ
れ
ら
の
機
関
を
総
称
し
て
、
治
安
部
隊

(s
e
c
u
r
i
t
y
p
e
r
s
o
n
n
e
l

ま
た

は
s
e
c
u
rity
f
o
r
c
e
s
)

と
し
て
い
る
。
I
b
i
d.,
p
a
r
a
.
 
7
.
 

(
11
)

当
初

(
9

月
1

日
）
、
対
策
本
部
長
の
任
に
あ
っ
た
の
は
、
北
オ
セ
チ
ア
大
統
領
D
z
a
s
o
k
h
o
v
氏
で
あ
っ
た
。
[bid.
,
p
a
r
a
.
 
5
3
.
 

(12
)
も
っ
と
も
、
こ

の
点
に
つ
い
て
は
正
確
な
記
録
が
残
っ
て
い
な
い
。
I
b
i
d
.,
p
a
r
a
.
 10
0
.
 

(13
)
北
オ
セ
チ
ア
の
首
都
で
あ
る
。

(14
)
9
月
6
日
の
テ
レ
ビ
演
説
に
お
い
て
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
、
タ
ガ
エ
バ
事
件
を
し
て
「
ロ
シ
ア
に
対
す
る
国
際
テ

ロ
の
直
接
介
入
」
と
評
し
、
対
テ
ロ
措

置
の
強
化
を
宣
言
し
た
。
T
a
ga
y
e
vこ
J
u
d
ge
m
e
n
t,
s
u
p
r
a
 n
o
t
e
 6,
 
p
a
r
a
.
 10
5
.
ま
た
、
同
事
件
は

「
ロ
シ
ア
の
9
1
1
」
と
も
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
北
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川
誠
一
ほ
か
編
著

「
コ
ー
カ
サ
ス
を
知
る
た
め
の

60
章
j

(
明
石
書
店
、
2
0
0
6
年
）
3
1
0
頁
。

(15)
こ
こ
で
裁
判
所
は
、
タ
ガ
エ
バ
事
件
と
類
似
す
る
事
案
と
い
え
る

2
0
0
2
年
10
月
に
発
生
し
た
モ
ス
ク
ワ
市
劇
場
占
拠
人
質
テ
ロ
事
件
に
関
す
る
判
決

（
以
下
、
フ
ィ
ノ
ゲ
ノ
フ
事
件
判
決
と
し
、
同
判
決
の
原
因
と
な
っ
た
テ
ロ
事
件
（
当
局
の
対
応
を
含
め
）
は
、
フ
ィ
ノ
ゲ
ノ
フ
事
件
と
呼
称
す
る
）
、

Fi,

n
o
g
e
n
o
v
 a
n
d
 O
t
h
e
r
s
 v
.
 Ru
s
s
i
a
 
(A
p
p
l
i
c
a
t
i
o
n
 N
o
s
.
 18
2
9
9
¥
0
3
臼
1
d
2
7
3
1
1
¥
0
3
)
,
 De
c
e
m
b
e
r
 2
0
,
 20
1
1
 
[
h
e
r
e
i
n
a
fte
r
 F
in
o
g
e
n
o
v
 J
 ud
g
m
e
n
t
l
 

p
aras. 2
1
2
-
2
1
3
.
を
参
照
す
る
。
な
お
、
フ
ィ
ノ
ゲ
ノ
フ
事
件
は
、
チ
ェ
チ
ェ
ン
独
立
を
企
図
し
た
テ
ロ
リ
ス
ト
に
よ
る
モ
ス
ク
ワ
市
劇
場
占
拠
人
質
事

件
に
対
す
る
当
局
の
対
応
（
失
神
性
ガ
ス
の
劇
場
講
堂
へ
の
注
入
後
、
特
殊
部
隊
が
突
入
、
人
質
は
解
放
さ
れ
た
も
の
の
、

1
0
0
名
以
上
が
急
性
呼
吸
不

全

・
心
不
全
に
よ
り
死
亡
）
が
、
条
約
第

2
条
が
規
定
す
る
生
命
権
侵
害
に
あ
た
る
と
し
て
、
そ
の
被
害
者
お
よ
び
迫
族

(64
名
）
に
よ
り
提
訴
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
フ
ィ
ノ
ゲ
ノ
フ
事
件
も
本
稿
の
テ
ー
マ
か
ら
み
て
非
常
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
事
件
で
み
ら
れ
た
よ
う
な
国
家
に
よ
る
致
死
的
な
力

の
行
使
を
、
国
際
人
権
法
に
よ
る
法
執
行
型
暴
力
行
為
の
規
制
と
い
う
点
か
ら
詳
細
に
検
討
し
た
上
で
、
そ
の
意
義
と
展
望
を
提
示
す
る
論
考
と
し
て
、
田

村
恵
理
子
「
反
政
府
武
装
集
団
に
対
す
る
国
家
の
法
執
行
に
お
け
る
致
死
力
行
使
と
国
際
人
権
法
の
規
制
カ
ー
欧
州
人
権
裁
判
所
2
0
1
1
年
フ
ィ
ノ
ゲ

ノ
フ
事
件
判
決
を
め
ぐ
っ
て
ー」

『宮
崎
公
立
大
学
人
文
学
部
紀
要
」
第

24
巻
第
1
号

(
2
0
1
7
年
3
月）

9
3ー

1
1
9
頁
が
あ
る
。

(16)
こ
こ
で
裁
判
所
は
、
フ
ィ
ノ
ゲ
ノ
フ
事
件
判
決

(
F
i
n
o
g
e
n
o
v
J
u
d
g
m
e
n
t
,
 i
b
i
d., 
p
a
r
a
s
.
 21
4
-
2
1
6
.
)

を
参
照
す
る
。

(17
)
式
典
野
備
の
た
め
、
職
務
に
就
い
て
い
た
の
は
非
武
装
の
、
通
信
手
段
も
持
た
な
い
警
官
1
名
の
み
で
あ

っ
た

T稔
g
a
y
e
v
a
J
u
d
g
e
m
e
n
t
,
 s
苓
ミ
n
o
t
e
6
,
 

p
a
r
a
s
.
 
4
8
1
,
 48
9
.
 

(18)
な
お
、
生
き
残
り
の
テ

ロ
リ
ス
ト

(K
u
la
y
e
v
)

の
裁
判
で
証
言
を
し
た
対
策
本
部

(
O
H
)
の
構
成
員
た
ち
は
、
同
本
部
で
の
会
議
に
参
加
し
て
い
な

い
、
人
質
の
人
数
を
知
ら
な
か
っ
た
、
テ
ロ
リ
ス
ト
の
要
求
を
知
ら
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

（そ
れ
ゆ
え
、
交
渉
過
程
に
な
ん
ら
寄
与
で
き
な
か
っ
た
）
、
突

入
方
法
お
よ
び
救
出
計
画
に
つ
い
て
議
論
を
せ
ず
、
知
ら
さ
れ
て
も
い
な
か
っ
た
、
と
証
言
し
て
い
る
。
I
b
i
d.,
p
a
r
a
.
 
5
6
8
.
 

(19
)
裁
判
所
は
、
無
差
別
的
効
果
を
持
つ
火
器

(in
d
i
s
c
r
i
m
i
n
a
t
e
w
e
ap
o
n
s
)

に
つ
い
て
、
当
該
火
器
の
影
響
範
囲

(im
p
a
c
t
r
a
d
i
u
s
)

に
所
在
す
る
す
べ
て

の
者
の
生
命
を
危
険
に
さ
ら
す
こ
と
の
可
能
性
と
い
う
見
地
か
ら
説
明
す
る
。
I
b
i
d
.,
p
a
r
a
.
 52
4
.
 

(20)
な
お
、
裁
判
所
は
、
判
決
文

(
p
a
r
a.
5
2
4
:
本
稿
で
は
訳
出
し
て
い
な
い
）
で
か
か
る
趣
旨
の
結
論
を
既
に
述
べ
て
い
た
。
ま
た
、
北
オ
セ
チ
ア
議
会
に

よ
る
報
告
書
は
、
午
後
6
時
ま
で
に
人
質
は
死
亡
し
て
い
た
と
の
当
局
の
主
張
を
否
定
し
て
い
る
。
I
b
i
d
.,
p
a
r
a
s
.
 38
8
,
 58
8
・
 

(
21
)
F
i
n
o
g
e
n
o
v
 J
u
d
g
m
e
n
t
,
 s
u
p
r
a
 n
o
t
e
 1
5
,
 pa
r
a
.
 22
6
.
 

(22)
こ
こ
で
裁
判
所
は
、

M
c
C
a
n
n
a
n
d
 O
t
h
e
r
s
 v
.
 th
e
 

Unzぎ
i
K
i
n
g
d
o
m
 
(A
p
p
li
c
a
t
i
o
n
 
N
o
.
 18
9
8
4
¥
9
1
)
 [
h
e
r
e
i
n
a
f
t
e
r
 M
c
C
a
n
n
 J
u
d
g
e
m
e
n
t
]
.
 

S
e
p
t
e
m
b
e
r
 2
7
,
 19
9
5
,
 
p
a
r
a
.
 

150
.~-'-i\6 

M
a
k
a
r
a
t
z
i
s
 v
.
 Gr
e
e
c
e
,
 
D
e
c
e
m
b
e
r
 2
0
,
 
2
0
0
4
,
 (
A
p
p
licatio
n
 N
0
5
0
3
8
5
¥
9
9
)
,
 pa
r
a
s
 
56
—

59
. 

-1≪i
伽
四
ホ
加
刀
挙
ナ

し
て
い
る
。
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(23)
こ
こ
で
裁
判
所
が
国
連
基
本
原
則
と
呼
称
す
る
の
は
、
次
の
文
書
で
あ
る
。
"T
h
e
B
a
s
i
c
 P
n
n
c
1
p
l
e
s
 o
n
 t
h
e
 U
s
e
 of F
o
r
c
e
 a
n
d
 F
i
r
e
a
r
m
s
 b
y
 L
a
w
 

E
n
f
o
r
c
e
m
e
n
t
0
巴
cials
'`
(
「
法
執
行
官
に
よ
る
力
の
行
使
お
よ
び
火
器
の
行
使
に
関
す
る
基
本
原
則
」
）
,
a
d
o
p
t
e
d
 b
y
 t
h
e
 E
i
g
h
t
h
 U
n
i
t
e
d
 N
a
t
i
o
n
s
 

C
o
n
g
r
e
s
s
 o
n
 th
e
 P
r
e
v
e
n
t
i
o
n
 of C
r
i
m
e
 a
n
d
 t
h
e
 T
r
e
a
t
m
e
n
t
 of O
f
f
e
n
d
e
r
s
 
(H
a
v
a
n
a
,
 Cu
b
a
,
 27
 A
u
gu
st to 7
 S
e
p
t
e
m
b
e
r
 1
9
9
0
)
.
 

(24
)
な
お
、
裁
判
所
は
、
「
対
テ
ロ
作
戦
に
関
す
る
明
確
な
規
則
の
欠
如
」
の
た
め
に
、
武
力
紛
争
に
お
け
る
戦
闘
を
適
用
対
象
と
す
る
「
陸
軍
フ
ィ

ー
ル
ド
・

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
が
参
照
さ
れ
た
こ
と
は
、
本
件
の
事
態
に
つ
い
て
は
不
適
切
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
こ
と
に
驚
き
は
し
な
い
、
と
述
べ
て
い
る
。

尉
g
s
y
e
u
a
]
u
d
g
e
m
e
n
t
,
s
u
p
r
a
 n
o
t
e
 6
,
 pa
r
a
.
 
5
9
8
.
 

(25
)
こ
こ
で
裁
判
所
は
、
マ
ソ
カ
ン
事
件
判
決

(M
c
C
a
n
n
J
u
d
g
e
m
e
n
t
,
 s
u
p
r
a
 n
o
t
e
 2
2
,
 pa
r
a
.
 14
9
.)
を
参
照
す
る
。

(26
)
判
決
文

(
5
2
4
項
（
本
稿
で
は
訳
出
し
て
い
な
い
）
お
よ
び

5
9
0
項
）
が
参
照
さ
れ
る
。

(27
)
フ
ィ
ノ
ゲ
ノ
フ
事
件
と
タ
ガ
エ
バ
事
件
の
差
異
に
つ
い
て
は
、
当
局
が
そ
れ
を
主
張
し
て
い
た
。
T
g
g
a
y
e
v
a
J
u
d
g
e
m
e
n
t
,
 s
u
p
,、a
n
o
t
e
 6
,
 pa
r
a
.
 
6
0
2
.
 

(28
)
な
お
、
第

2
条
に
は
致
死
的
な
力
の
行
使
を
原
因
と
し
て
個
人
の
生
命
の
剥
奪
が
発
生
し
た
場
合
、
当
該
事
例
を
実
効
的
に
検
証
（
調
資
）
す
る
と
い
う

意
味
で
の
手
続
的
な
性
質
の
義
務
が
含
意
さ
れ
て
い
る
が
、
裁
判
所
は
、
タ
ガ
エ
バ
事
件
後
の
公
的
検
証
（
調
査
）
が
実
効
性
に
欠
け
る

（多
く
の
犠
牲
者

の
死
因
が
不
明
確
で
あ
る
こ
と
、
物
的
証
拠
が
不
適
切
に
保
全

・
収
集
さ
れ
た
こ
と
、
親
族
（
遺
族
）
が
重
要
文
書
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
制
限
さ
れ
た
こ
と
）

と
し
て
、
第
2
条
違
反
を
認
定
し
て
い
る

(]bid
.,
p
a
r
a
s
.
 
4
9
6—5
3
9

.

な
お
、
こ
の
部
分
に
つ
い
て
本
稿
で
は
訳
出

し
て
い
な
い
）
。

し
た
が
っ
て
正
確
に
い

う
な
ら
ば
、
タ
ガ
エ
バ
事
件
で
、
裁
判
所
は

4
つ
の
条
約
違
反
（
い
ず
れ
も
第
2
条
に
関
連
し
て
）
を
認
定
し
て
い
る
。
紙
幅
の
都
合
も
あ
り
、
致
死
的
な

カ
の
行
使
後
の
公
的
検
証
に
つ
い
て
の
検
討
に
つ
い
て
は
他
日
を
期
し
た
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
さ
し
あ
た
り
、

C
h
e
v
a
l
i
e
r
,W
a
t
t
s
,
].
,
 "E
寄
ct
iv
e
In, 

v
e
s
tig
a
t
io
n
s
 u
n
d
e
r
 A
r
t
icle 
2
0
f
 t
h
e
 E
u
r
o
p
e
a
n
 C
o
n
v
e
n
t
i
o
n
 o
n
 H
u
m
a
n
 R
i
g
h
t
s
:
 S
e
c
uri
n
g
 th
e
 R
ig
h
t
 to Life o
r
 a
n
 O
n
e
r
o
u
s
 B
u
r
d
e
n
 o
n
 a
 

S
t
a
t
e
?
", 
E
u
,、0
p
e
d
1
1
]
0
思、
1
t
d
l
o
f
I
1
2
[
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
L
ミ
U)
.
V
o
l
u
m
e
 2
1
,
 Iss
u
e
 3
 (
A
u
g
u
s
t
,
 
2
0
1
0
)
,
 pp
.
 

70
1

—72
1 

B
 J: 
c
f
'
E
a
r
l
y
,
 L.
｀
a
n
d
 A
u
st
in, 
A・P 

(Eds.)
,
 Th
e
 R
i
g
h
t
 to L
苓
ミ
i
d
e
:
A
r
t
i
cle
2
 o
f
 the E
u
r
o
p
e
a
n
 C
o
n
v
1
1
号
1
0
1こ
H
2
ミ
苔
1
R
沢
ミ
s
in 
h
o
n
o
u
r
 o
f
 M

、

2
•
C
h
d
e
l
o
B
o
y
l
e
(
W
o

lf
L
e
g
a
l
 

P
u
b
l
i
s
h
e
r
s
,
 
2
0
1
6
)
 r7J 
"P
r
o
c
e
d
u
r
a
l
 obligations a
n
d
 t
h
e
 ri
g
h
t
 to
 life
"
 -f四
L
」
四
5

繹
砂
文
）
わ
い
て
い
る
立
四
酪
喧
ヤ
人
を
上
参
照
さ
れ
た
い
。
加
守
え
て
、
非
巫
判
口
翫
り
は
、竿
R

13
条

（
効
果
的
な
救
済
を
受
け
る
権
利
）
に
関
す
る
申
立
人
の
請
求
に
つ
い
て
違
反
は
み
ら
れ
な
い
と
判
示
し
た

(
Ta
g
a
y
e
v
a,
ibid 

•• 

p
a
r
a
s
.
 
6
1
8ー

6
3
2
.)
。

ま
た
、
慰
謝
料
の
請
求
に
つ
い
て
は
申
立
人
ご
と
に
異
な
る
額
の
賠
償
金

(
3
千
か
ら

5
万
ユ

ー
ロ
）
の
支
払
い
を
ロ
シ
ア
に
命
じ
た
が
、
医
療
野
、
障
害

お
よ
び
収
入
の
損
失
に
か
か
る
金
銭
賠
償
に
つ
い
て
は
棄
却
し
た

([bid.
,
p
a
r
a
s
.
 
6
4
8ー

6
4
9
苔
d
t
h
e
 A
p
p
e
n
d
i
x
.
)
。

(29
)
こ
れ
ら
は
限
定
列
挙
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
H
a
r
r
i
s
,
D
., 
et al.
,
 Ha
r
r
i
s
,
 O
'B
o
y
l
e,
 an
d
 W
a
r
b
r
i
c
k
:
 L
a
w
 o
f
 the E
u
r
o
p
e
a
n
 C
o
n
v
e
n
t
i
o
n
 o
n
 

H
u
1
号
こ
念
逹
s

(F
o
u
r
t
h
 E
d
i
t
i
o
n
,
 Ox
f
o
r
d
 U
n
iv
e
r
s
it
y
 P
r
e
s
s
,
 20
1
8
)
,
 p.
 
2
2
8
.
 

(
3
0
)
H
a
r
r
i
s
,
 D.
,
 
et al.
,
 ibid., 
p
p
.
 
2
2
3ー

2
2
4
.
S
e
e
 also 
C
o
u
n
ci
l
 Eu
r
o
p
e
 a
n
d
 E
u
r
o
p
e
a
n
 C
o
u
r
t
 of H
u
m
an
 R
i
g
h
t
s
,
 "G
u
i
d
e
 o
n
 A
r
t
i
c
l
e
 
2
0
f
 t
h
e
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E
u
r
o
p
e
a
n
 C
o
n
vent
io
n
 o
n
 H
u
m
a
n
 Rig
h
ts: 
Right to 

life., 
[h
ere
inafter 
Guide o
n
 A
r
t
icle 
2]. 
U
p
d
a
t
e
d
 on 3
1
 A
u
g
u
st 
2018, 
para. 90, 

Tagaye
va Ju
dgement, supra note 6, 

para. 601 

ば
）
M
c
C
a
n
n
Jud
gement, supra note 22, 

para. 149. 
See also 
G
uid
e
 on
 Arti
cl
e
 2, 
ZbZd
;
 FZnogenov Judgement, supra not

e
 15, 
para. 2
10
,
 

T
a
g
a
y
eva, 
ZbZd. 

啜
）
T
agayeva
ibid.,
 
para. 481 

ぼ
）
Ibid
.

（芍）
Ibid.

ぼ
）
Finogenov

Jud
gement, supra n

o
te 
15
,
 
para. 211 

⑲
Ibid
.,
 
para. 213 

（兌
）
ぷ
や
印
＜
誓
辻
弄
走
や
器
弄
志
竺
＇
撚
"
S
/
'
0
0
ー
密
は
呉
'I-<
＇
「
ド
ャ
、
←
ヽ
ド
袖
辻
弄
恙
茶
ヤ
や
は
翠
I恰
_
_
_
)
ャ
；
心
吋
9ぐ
旦
抵
べ
叔
S
頚
記
喜
国
は
母
心

号
器
諄
や
母
0
ヤ
-
,
;
)
,
寄
腟
は
サ
0
ヤ
豆
咄
ば
国
漁
点
堆
苦
全
痢
庄
ぬ
菜
心
S
や
全
ミ
’
猫
点
S
巻
沓
和
さ
蒜
器
辻
↓
哀
ヤ
心
罰
喧
s
n
,、
..L
ロ
ー
全
S
幽
逐
盆

サ
か
J
G
吋
9ぐ
ふ
五
醤
全
0
i卜
＝
ふ
―
..L
ふ
く
尺
盆
は
兵
亡
心
迄
者
廿
S
額
田
令
走
咽
旦
匝
I雫
S
吾
怠
は
西
ニ
ャ
怜
応
忌
ヤ
心
」゚
(T
a
g
a
yeva
J
u
d
g
e
m
e
n
t,
 
su
-

pra not
e
 6,
 
para. 563.

）
匁
囃
ミ
喫
⇒
ゃ
二
心
゜

（差
）
認
回
.. I'-
::--

K..L
ミ
塁
片
ロ
ー
K
~
ー
全
G
Galani
出
S
晦
廿□
(Galani,
S., 
"H
u
m
an S
e
c
u
ri
ty 
vers
u
s
 Na
t
ion
al
 Security in 

A
n
t
i-Terror
ist 

Operations: W
h
o
s
e
 Securi
ty In
terests D
o
e
s
 the E
C
t
H
R
's 
M
a
r
g
in 
of 
A
ppr
ec
iat
ion
 Serve?") 

G
郎
迦
("Report:

H
u
m
a
n
 Dignit
y
 and 

H
u
m
an
 Security in

 Ti
m
e
s
 of Terrorism 14

 D
e
c
e
m
b
e
r
 20
17", 
p.7
,
 
at
〈h
ttp
:/
/w
w
w
.asser.n
l/
 
m
e
d
i
a
/
 
42
06
/
 
report-1
4-d
ec
-fin
al.p
d
f〉
.）
全

心
゜
{
:
:
!
,
~
'
匡
出
さ

＇
話
写
志
G
1
J
G
吋

9で
⇔
姻
綜
は

0
ニ
ャ
-
<
避
迷
梧
環
葵
G
I
鱈
起
兵
廿
も
や
S
｛
ぷ
製
起
知
臣
菜
心
S
や
豆
⇔

3
全
心
S
器

•i{r蜘
察

1恰

___)¥J 
_';, 
i-0 °
 Ibid. 

（要
）
T
ag
a
y
eva
Jud
gement, supra note 6, 

para
.
 
563 

（写
）
Ibid
．
ふ
兵
＇
縣
弄
宅
ゴ
リ
菜
心
8
瞬
戸
0
こ
し
’
い
ゞ
い
心
芦
写
恙
(Finogenov

Jud
g
e
m
e
n
t
,
 
supra n
ote 15
,
 
para. 243
)
図
届
ユ
心
ミ
＇

忌
批
_
_
_
)
ャ
ニ
心
゜

(~
) 
Guide o
n
 A
rticl
e
 2, 
supra note 30, 

para. 14. 
See for example, O

s
m
a
n
 v. 
th
e
 Un
i
te
d
 K
i
n
g
d
o
m
 
(A
pplicati
o
n
 N
o
.
 
23452
/94
),
 October 

28
.199
8
 [hereinafter

 Os
m
a
n
 J
u
d
g
m
ent
]. 
para. 11
5
 

（笞）
T
ag
a
y
eva
J
u
d
gement, supra n

o
te 
6, 
para. 482. 

（尊）
S
icilanos
,L.-
A., 
"
O
ut of h
a
r
m
'
 

arm's w
a
y
:
 
pos
iti
v
e
 o
b
ligat
ions under A

r
t
icl
e
 2
 of th
e
 Eu
r
o
p
ean C
o
n
v
e
n
t
io
n
 on
 Hu
m
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A
u
s
t
m
,
 su
p
r
a
 n
o
t
e
 2
8
.
 p.
 
3
0
 

(
4
4
)
G
u
i
d
e
 o
n
 A
r
t
i
c
l
e
 2
,
 
s
u
p
r
a
 n
o
te
 30
.
 
p
a
r
a
.
 15
.
 ~
 N
冬
企
し
紐
迄
四
的
睾
窃
粉
が
今
口
意
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
詳
細
に
指
摘
し
た
判
決
で
あ
る

1
9
9
8
年
10

月
28
日
の
オ
ス
マ
ン
事
件
判
決
は
、
「
現
代
社
会
に
お
け
る
治
安
活
動
の
困
難
性
、
人
間
行
動
の
予
測
不
可
能
性
な
ら
び
に
優
先
順
位
お
よ
び
資
源
の
観
点

か
ら
の
制
約
を
受
け
る
作
戦
上
の
選
択
肢
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
義
務
は
、

当
局
に
対
し
て
、
不
可
能
な
ま
た
は
不
均
衡
な
負
担
を
課
す
る
よ
う
な

形
で
解
釈
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
主
張
さ
れ
る
生
命
へ
の
危
険
の
す
べ
て
が
、
当
局
に
、
そ
の
危
険
が
現
実
化
す
る
の
を
防
止
す
る
た
め
実

際
的
な
措
置
を
と
る
と
い
う
条
約
上
の
要
求
を
伴
う
と
は
い
え
な
い
」

(O
s
m
a
n
J
u
d
g
m
e
n
t
.
 
s
u
p
r
a
 n
o
t
e
 4
1
,
 
p
a
r
a
.
1
1
6
.)
と
判
示
し
、
予
防
的
措
箇
の
実

施
対
象
と
な
る
危
険
に

つ
い
て
抑
制
的
な
立
場
を
と

っ
て
い
る
。
同
判
決
は
、
同
じ
く

1
9
9
8
年
に
裁
判
所
が
初
め
て
認
め
た
第
2
条
1
項
に
対
応
す
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国
家
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積
極
的
義
務
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p
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.
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.
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範
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の

と
評
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れ
て
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る
。
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マ
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決
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し
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井
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都
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義
務
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範
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頁
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庄
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1
1
2
頁
は
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こ
の
こ
と
に

つ
い
て
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新
た
な
追
加
を
し
て
い
る
よ
う
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見
え
る
」
と
表
現
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る
。
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a
y
e
v
a
J
u
d
g
e
m
e
n
t
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u
p
r
a
 n
o
t
e
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,
 pa
r
a
.
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2
.
 

(
5
8
)
I
b
i
d
.
 

(
5
9
)

]
b
i
d
．
な
お
、
時
系
列
的
に
は
突
入
後
の
当
局
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ

ー
ル

の
あ
る
事
態
と
い
う
こ
と
で
、
救
出

・
救
護
作
戦
の
立
案
・
実
施
に
関
す
る
通
常

の
審
査
基
準
は
厳
格
な
基
準
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
[
b
i
d.,
p
a
r
a
.
 5
6
3
.
 

(
6
0
)

H
a
r
r
i
s
,
 D., et al., 
s
u
p
r
a
 n
o
t
e
 2
9
,
 
p. 
2
8
8
.
 
S
e
e
 a
l
s
o
 M
c
C
a
n
n
 J
u
d
g
e
m
e
n
t
,
 s
u
p
r
a
 n
o
t
e
 2
2
,
 
p
a
r
a
.
 149.

タ
ガ

エ
バ
車
方
件
判
泣
い
で
も
裁
判
所
は
、
「
と
り

わ
け
、
使
用
さ
れ
る
力
が
、
第

2
条

2
項

(
a
)
、
(
b
)
、
（
C
)

に
い
う

3
つ
の
目
的
と
厳
密
に
均
衡
し
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
」

(
T
a
g
a
y
e
v
a
i
b
i
d., 

p
a
r
a
.
 601.)

と
述
べ
て
い

る
。

(
6
1
)
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b
i
d., 
p
a
r
a
s
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5
`
5
8
8
|
5
8
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6
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Ibid., 
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a
.
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9
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.
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d
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p
a
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a
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5
9
5
.
 

(
6
4
)

I
b
i
d.
 

(
6
5
)
]
b
i
d., 
p
a
r
a
.
 5
9
8
.
 

(
6
6
)
]
b
i
d
:
p
a
r
a
.
 5
9
9
.
な
お
、
裁
判
所
は
、
条
約
が
求
め
る
人
権
保
護
基
準
を
遵
守
し
な
い
国
内
法
的
枠
組
み
の
た
め
に
、
生
命
の
剥
奪
に
関
す
る
事
態
の
規

律
と
い
う
側
面
で
の
危
険
な
ギ
ャ

ソ
プ
が
生
じ
て
い
る
と
も
指
摘
し
て
い
る
。
I
b
i
d.,
p
a
r
a
.
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(
6
7
)
I
b
i
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p
a
r
a
s
.
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7
6
-
7
7
.
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6
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b
i
d
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p
a
r
a
.
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9
1. 

(
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)
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旦
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裁
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フ
ィ
ノ
ゲ
ノ
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判
決
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d
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u
p
r
a
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o
t
e
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r
a
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蕊
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(
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]
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p
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6
0
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S
e
e
 G
a
v
r
o
n
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a
n
d
 C
liffo
r
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,
 sup
r
a
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o
t
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)
田
村
「
前
掲
論
文
」
（
注
15)

1
1
1
頁
。

(77
)
「
フ
ィ
ノ
ゲ
ノ
フ
事
件
判
決
は
、
マ
ッ

カ
ン
事
件
判
決
以
来
の
、
こ
れ
を
補
充
す
る
、
極
め
て
重
要
な
判
決
と
い
え
る
」
と
形
容
さ
れ
る
。
同
前
。

(
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S
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a
v
r
o
n
,
 ].,
 an
d
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,
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 n
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 5
4
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)
田
村
「
前
掲
論
文
」（
注
15
)
1
1
8
頁
は
、
フ
ィ
ノ
ゲ
ノ
フ
事
件
判
決
に
関
連
し
て
、
同
様
の
懸
念
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
同
判
決
の
判
断
枠
組
み

が
「
今
後
個
別
の
ケ
ー
ス
で
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
く
か
：
．．．． 

注
視
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
強
調
し
て
い
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
い
う
な
ら

ば
、
タ
ガ
エ
バ
事
件
判
決
は
「
評
価
の
余
地
」
と
い
う
表
現
は
採
用
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
フ
ィ
ノ
ゲ
ノ
フ
事
件
判
決
の
判
断
枠
組
み
を
踏
襲
し
た

一
事
例

と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
な
お
、
フ
ィ
ノ
ゲ
ノ
フ
事
件
判
決
の
判
断
枠
組
み
に
対
し
て
は
同
様
に
、
事
案
の
例
外
的
な
突
発
性
を
根
拠
に
危
機

へ
の
対
処
方
法

（手
段
）
に
か
か
る
国
家
の
決
定
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対
し
て
、
あ
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ま
な
評
価
の
余
地
を
与
え
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い
る
と
の
分
析
が
あ
る
。
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